
　毎年9月23日の「手話言語の国際デー」に合わ
せて、世界そして「日

本を青色に！手話言語をブルーライトで輝かせよう
」とのイベントが全国

展開されています。全諏訪聴覚障害者協会では今
回初めて高島城天守

閣にブルーライトを輝かせました。私たちは障がい
について知り、自分

にできることを考える機会を与えられました。市民
手話講習会などに積

極的に参加し実践することで、知識を持ち理解が広
がって誰もが過ごし

やすい諏訪市へと変わっていくことを願っています
。

▲「はな」諏訪清陵高等学校美術部の生徒さんの作品です（15Pで紹介）

●お問い合わせ：諏訪市議会事務局 〒392-8511 長野県諏訪市高島1-22-30
　　　　　　　 TEL.FAX.0266-53-0261（直通） mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp
●発行：諏訪市議会 ●編集：議会だより編集委員会 ●ホームページ：www.city.suwa.lg.jp

諏訪市公式LINEにて議会だよりを配信しています。
右記ＱＲコードを読み込むか、
LINEアプリ内で「諏訪市」または「＠suwacity」と検索してください！

定例会は　　　　　　 招集
予定です。詳しい日程は、招集日の
およそ2日前に決定し、ホームページ
でお知らせする予定です。
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※中継日程は変更になる場合があります。

議会を傍聴しましょう！
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編
集
委
員
よ
り
ひ
と
こ
と

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
今
年
の
夏
は
長
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
が
、
ふ
と
気
づ
く
と
夜
の
涼

し
さ
が
増
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に

冬
の
気
配
が
漂
う
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
号
は
９
月
定
例
会
で
行
わ
れ

た
、
決
算
審
査
の
結
果
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市

の
お
金
の
使
い
道
を
し
っ
か
り
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
の
復
興
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
な
の
に
、
９
月
に
は
再
び
災
害

に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

度
重
な
る
災
害
に
よ
り
、
多
く
の

方
々
が
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
に
心
を
痛
め
て
お
り
ま

す
。
災
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
の
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も

早
い
復
興
と
平
穏
な
日
々
が
戻
る

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
小
山
博
子
）

諏訪市公式LINEで議会だよりを配信します！

　諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待
ちしています。本会議は当日の受付で傍
聴できます。ご希望の方は、諏訪市役所
議会棟２階の議会事務局窓口までお越し
ください。また、その際にアンケートをお
配りしていますので、ご協力をお願いし
ます。託児サービスは傍聴希望日の５日
前までにお申し込みください。

議会をテレビ・パソコンで
みましょう！
　本会議の様子は、LCVの「かりんちゃ
んねる」（１１2ch）で生中継していていま
す。また代表・一般質問の映像は定例会
終了後にYouTubeにアップしています。
各議員のQRコードを読み込むと、動画一
覧ページに移動しますので、ぜひご覧く
ださい。また、本会議の会議録は、図書
館、市役所ロビー、ホームページ、議会事
務局で閲覧することができます。

請願・陳情を出しましょう！
　議会に対して陳情書等を提出すること
ができます。ご意見や要望がある方は、
議会に文書でご提出ください。
●締切りは　　　　　　　 　  まで
です。提出方法など、詳しくは事前に
お問い合わせください。
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議
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加
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！
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令和５年度
決算

一般会計歳入額（入ってきたお金） 一般会計歳出額（使ったお金）

総歳出額（使ったお金）277億927万6,969円

議会は 見た
！

決算審査特別委員会報告♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査
　の内容です。 　　　 【委員長／牛山 実弦】

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
令
和
５
年

度
決
算
書
、
成
果
説
明
書
、
不
用
額
説
明

書
等
に
よ
り
全
部
局
の
説
明
を
受
け
、
認

定
６
件
及
び
議
案
３
件
に
つ
い
て
慎
重
に

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
会
計
別
決
算
状
況
は
、

２
ペ
ー
ジ
一
覧
表
の
と
お
り
。

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
・

グ
リ
ー
ン
革
命
を
必
須
と
す
る
新
し
い
時

代
へ
の
変
革
に
対
し
、
市
民
目
線
で
住
民

福
祉
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
的
確
な
見

通
し
を
持
っ
て
歩
み
を
進
め
て
い
く
と
の

思
い
を
込
め
て
、「
新
時
代
を
展
望
す
る

堅
実
遂
行
予
算
」と
位
置
付
け
、
予
算
計

上
さ
れ
着
実
に
実
行
さ
れ
た
。
ま
た
、事

業
を
適
正
に
執
行
し
、
多
く
の
委
員
か
ら

評
価
を
受
け
た
。

　
令
和
５
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
に

つ
い
て
、
一
般
会
計
の
予
算
現
額
は
、
２

４
２
億
４
０
２
８
万
５
千
円
、
特
別
会
計

と
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
２
９
９
億
２

３
３
７
万
２
千
円
で
あ
り
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
総
計
決
算
に
お
け
る
、
予
算
現

額
に
対
す
る
収
入
率
は
96.

７
％
、
執
行

率
は
92.

６
％
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
全
体

の
不
用
額
総
額
は
、
令
和
４
年
度
約
15

億
５
１
２
万
円
か
ら
、
令
和
５
年
度
約

13
億
８
４
２
６
万
円
と
な
り
、
前
年
度

対
比
、
約
１
億
２
０
８
６
万
の
減
と

な
っ
た
。

・
職
員
健
康
管
理
事
業
費
に
つ
い
て
、
職

員
の
各
種
健
康
診
断
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
心
の
ケ
ア
な
ど
を
行
っ
た
。
職
員
の

幸
せ
が
市
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
取
組
で

他
自
治
体
に
比
べ
て
、
退
職
者
が
少
な
く

成
果
大
で
あ
る
。

・
保
育
園
や
学
校
で
保
護
者
の
利
便
性
向

上
や
職
員
負
担
軽
減
を
目
的
に
コ
ド
モ
ン

や
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
保
護

者
と
の
連
絡
が
強
化
さ
れ
た
。
今
後
も
活

用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
K
R
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
霧
ヶ
峰
高
原

の
活
性
化
に
向
け
、
施
設
整
備
の
課
題
解

決
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
取
組

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
今
後
は
多
様
化
し
て
い
る
中
学
卒
業
後

の
進
路
相
談
に
の
れ
る
専
門
的
知
識
を

持
っ
た
方
を
市
内
１
人
で
い
い
の
で
配
置

し
、
必
要
に
応
じ
各
校
に
出
向
い
て
相

談
、
支
援
を
す
る
体
制
を
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
冷
暖
房
設
備
設
置
工
事
に
つ
い
て
は
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
小
中
学
校
の
特
別

教
室
や
管
理
諸
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も
状
況
を
見
な
が

ら
、
必
要
な
箇
所
へ
の
設
置
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
農
林
課
の
森
林
経
営
管
理
等
推
進
事
業

は
命
に
係
わ
る
事
業
。
他
地
域
に
も
広
げ

災
害
対
策
の
観
点
か
ら
も
優
先
的
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
引
き
続
き
財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
取

組
を
期
待
し
た
い
。

　
認
定
第
１
号  

一
般
会
計
決
算

　
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
設
計
が
進
行
す
る

も
説
明
会
へ
の
市
民
参
加
は
低
調
で
あ

り
、
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
。
ま

た
、
市
内
経
済
活
性
化
を
目
的
と
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
飲
食
券
発
行
事
業
で
は
多
額
の

未
使
用
券
が
発
生
し
、
経
済
効
果
が
疑
問

視
さ
れ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
基
金
運
用
で

ボ
ン
ド
を
購
入
し
て
い
る
が
市
民
福
祉
に

充
て
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
保
育

士
不
足
の
原
因
で
あ
る
低
賃
金
問
題
が
指

摘
さ
れ
た
。
加
え
て
、
令
和
５
年
６
月
定

例
会
で
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
工
事

基
本
設
計
業
務
委
託
料
を
除
く
修
正
動
議

が
可
決
さ
れ
た
が
、
８
月
臨
時
会
で
は
可

否
同
数
に
よ
り
議
長
裁
決
で
同
委
託
料
等

を
含
む
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
た
。
委
託

料
は
補
助
金
が
充
て
ら
れ
る
が
、
６
９
０

万
円
は
未
来
に
対
す
る
借
金
と
な
っ
て
い

る
。
改
修
費
用
が
39
億
４
千
万
円
と
高
額

で
、
市
民
へ
の
説
明
も
不
十
分
で
あ
る
た

め
、
将
来
の
負
担
を
考
慮
し
不
認
定
。

　
様
々
な
意
見
を
受
け
、
各
部
局
で
精
査

と
改
善
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
予
算
編

成
で
は
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
金
額
等
を

精
査
さ
れ
た
上
で
、
予
算
組
を
お
願
い
し

た
い
。
令
和
５
年
度
決
算
は
、
各
施
策
が

予
算
に
沿
っ
て
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
、
全
体
と
し
て
不
認
定
に

値
す
る
問
題
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

認
定
に
賛
成
。

・
認
定
第
１
号
は
討
論
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
。

・
認
定
第
２
号
か
ら
認
定
第
６
号
は
、
全

会
一
致
で
認
定
。

・
議
案
第
44
号
か
ら
議
案
第
46
号
ま
で
の

３
件
は
、全
会
一
致
で
、可
決
及
び
認
定
。

※

詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
審
議
結
果
へ
。

評
価
さ
れ
た
こ
と

【一般
会
計
】

反
対

賛
成

決
算
に
対
す
る
主
な
意
見

決
算
の
状
況 金の使い方

聴いた
！!

　　　　　　　　  皆さんが納めた税金はどのように使われたのでしょうか。
令和５年度決算審査特別委員会が、９月５日・６日・９日の３日間行われ、一般会計決算と特別会

計決算の６件が認定、公営企業会計の議案３件が可決及び認定されました。使い道について、決算
審査特別委員それぞれの視点から出された意見などを紹介します。

【収益的収入】料金収入や引き受けた工事の利益など  【収益的支出】人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の利息など
【資本的収入】事業を行うために借り入れる企業債（借金）など 【資本的支出】建設改良費や企業債の返済元金など

※億と万の単位を揃えて記載しています。

［令和５年度会計別決算一覧］

水道事業会計 温泉事業会計
公営企業会計

下水道事業会計

※収益的収入・支出（税抜）、資本的収入・支出（税込）で表記

使用料及び手数料 1.0%
繰入金 2.8％

分担金及び負担金 0.8％ 諸支出金 0.7％地方譲与税 0.8％

その他 2.7％ 労働費 0.4％

市税
33.9％

民生費
36.0％

収益的収入8億7,359万1,675円
資本的収入1億7,704万8,040円
収益的支出7億8,149万1,257円
資本的支出4億8,570万3,135円

収益的収入3億2,787万7,981円
資本的収入　　 828万6,900円
収益的支出2億8,168万 873円
資本的支出2億4,913万1,301円

235億5,151万2,252円

289億4,783万9,353円

国民健康保険
霧ヶ峰リフト事業
公設地方卸売市場事業
駐車場事業
後期高齢者医療
　　　小　計
合　計

一般会計
会計別／区分 歳入済額（収入） 歳出済額（支出）

特
別
会
計

224億  634万8,068円
44億4,308万1,738円

4,030万3,807円
4,456万8,017円
1,105万6,390円

8億5,731万7,149円
53億9,632万7,101円

43億8,159万8,341円
4,030万3,807円
3,860万　956円
1,061万5,786円

8億  3,181万  11円
53億  292万8,901円
277億   927万6,969円

収益的収入19億8,258万 118円
資本的収入  3億 859万1,161円
収益的支出18億3,367万1,570円
資本的支出11億9,309万9,181円

地方交付税
16.5％国庫支出金

13.2％

諸収入 7.2％

繰越金 6.1％

市債 4.6％

地方消費税交付金
5.7％

県支出金 4.7％

農林水産費 1.0%
消防費 3.3％

議会費 0.7％

衛生費
7.2％

商工費
7.7％

公債費
9.6％

土木費
10.8％

総務費
14.1％

教育費
8.5％

指
摘
事
項・改
善
要
望

決算審査の様子

討
論

採
決
の
結
果
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令和５年度
決算

一般会計歳入額（入ってきたお金） 一般会計歳出額（使ったお金）

総歳出額（使ったお金）277億927万6,969円

議会は 見た
！

決算審査特別委員会報告♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査
　の内容です。 　　　 【委員長／牛山 実弦】

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
令
和
５
年

度
決
算
書
、
成
果
説
明
書
、
不
用
額
説
明

書
等
に
よ
り
全
部
局
の
説
明
を
受
け
、
認

定
６
件
及
び
議
案
３
件
に
つ
い
て
慎
重
に

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
会
計
別
決
算
状
況
は
、

２
ペ
ー
ジ
一
覧
表
の
と
お
り
。

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
・

グ
リ
ー
ン
革
命
を
必
須
と
す
る
新
し
い
時

代
へ
の
変
革
に
対
し
、
市
民
目
線
で
住
民

福
祉
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
的
確
な
見

通
し
を
持
っ
て
歩
み
を
進
め
て
い
く
と
の

思
い
を
込
め
て
、「
新
時
代
を
展
望
す
る

堅
実
遂
行
予
算
」と
位
置
付
け
、
予
算
計

上
さ
れ
着
実
に
実
行
さ
れ
た
。
ま
た
、事

業
を
適
正
に
執
行
し
、
多
く
の
委
員
か
ら

評
価
を
受
け
た
。

　
令
和
５
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
に

つ
い
て
、
一
般
会
計
の
予
算
現
額
は
、
２

４
２
億
４
０
２
８
万
５
千
円
、
特
別
会
計

と
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
２
９
９
億
２

３
３
７
万
２
千
円
で
あ
り
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
総
計
決
算
に
お
け
る
、
予
算
現

額
に
対
す
る
収
入
率
は
96.

７
％
、
執
行

率
は
92.

６
％
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
全
体

の
不
用
額
総
額
は
、
令
和
４
年
度
約
15

億
５
１
２
万
円
か
ら
、
令
和
５
年
度
約

13
億
８
４
２
６
万
円
と
な
り
、
前
年
度

対
比
、
約
１
億
２
０
８
６
万
の
減
と

な
っ
た
。

・
職
員
健
康
管
理
事
業
費
に
つ
い
て
、
職

員
の
各
種
健
康
診
断
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
心
の
ケ
ア
な
ど
を
行
っ
た
。
職
員
の

幸
せ
が
市
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
取
組
で

他
自
治
体
に
比
べ
て
、
退
職
者
が
少
な
く

成
果
大
で
あ
る
。

・
保
育
園
や
学
校
で
保
護
者
の
利
便
性
向

上
や
職
員
負
担
軽
減
を
目
的
に
コ
ド
モ
ン

や
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
保
護

者
と
の
連
絡
が
強
化
さ
れ
た
。
今
後
も
活

用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
K
R
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
霧
ヶ
峰
高
原

の
活
性
化
に
向
け
、
施
設
整
備
の
課
題
解

決
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
取
組

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
今
後
は
多
様
化
し
て
い
る
中
学
卒
業
後

の
進
路
相
談
に
の
れ
る
専
門
的
知
識
を

持
っ
た
方
を
市
内
１
人
で
い
い
の
で
配
置

し
、
必
要
に
応
じ
各
校
に
出
向
い
て
相

談
、
支
援
を
す
る
体
制
を
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
冷
暖
房
設
備
設
置
工
事
に
つ
い
て
は
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
小
中
学
校
の
特
別

教
室
や
管
理
諸
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も
状
況
を
見
な
が

ら
、
必
要
な
箇
所
へ
の
設
置
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
農
林
課
の
森
林
経
営
管
理
等
推
進
事
業

は
命
に
係
わ
る
事
業
。
他
地
域
に
も
広
げ

災
害
対
策
の
観
点
か
ら
も
優
先
的
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
引
き
続
き
財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
取

組
を
期
待
し
た
い
。

　
認
定
第
１
号  

一
般
会
計
決
算

　
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
設
計
が
進
行
す
る

も
説
明
会
へ
の
市
民
参
加
は
低
調
で
あ

り
、
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
。
ま

た
、
市
内
経
済
活
性
化
を
目
的
と
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
飲
食
券
発
行
事
業
で
は
多
額
の

未
使
用
券
が
発
生
し
、
経
済
効
果
が
疑
問

視
さ
れ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
基
金
運
用
で

ボ
ン
ド
を
購
入
し
て
い
る
が
市
民
福
祉
に

充
て
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
保
育

士
不
足
の
原
因
で
あ
る
低
賃
金
問
題
が
指

摘
さ
れ
た
。
加
え
て
、
令
和
５
年
６
月
定

例
会
で
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
工
事

基
本
設
計
業
務
委
託
料
を
除
く
修
正
動
議

が
可
決
さ
れ
た
が
、
８
月
臨
時
会
で
は
可

否
同
数
に
よ
り
議
長
裁
決
で
同
委
託
料
等

を
含
む
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
た
。
委
託

料
は
補
助
金
が
充
て
ら
れ
る
が
、
６
９
０

万
円
は
未
来
に
対
す
る
借
金
と
な
っ
て
い

る
。
改
修
費
用
が
39
億
４
千
万
円
と
高
額

で
、
市
民
へ
の
説
明
も
不
十
分
で
あ
る
た

め
、
将
来
の
負
担
を
考
慮
し
不
認
定
。

　
様
々
な
意
見
を
受
け
、
各
部
局
で
精
査

と
改
善
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
予
算
編

成
で
は
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
金
額
等
を

精
査
さ
れ
た
上
で
、
予
算
組
を
お
願
い
し

た
い
。
令
和
５
年
度
決
算
は
、
各
施
策
が

予
算
に
沿
っ
て
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
、
全
体
と
し
て
不
認
定
に

値
す
る
問
題
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

認
定
に
賛
成
。

・
認
定
第
１
号
は
討
論
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
。

・
認
定
第
２
号
か
ら
認
定
第
６
号
は
、
全

会
一
致
で
認
定
。

・
議
案
第
44
号
か
ら
議
案
第
46
号
ま
で
の

３
件
は
、全
会
一
致
で
、可
決
及
び
認
定
。

※

詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
審
議
結
果
へ
。

評
価
さ
れ
た
こ
と

【一般
会
計
】

反
対

賛
成

決
算
に
対
す
る
主
な
意
見

決
算
の
状
況 金の使い方

聴いた
！!

　　　　　　　　  皆さんが納めた税金はどのように使われたのでしょうか。
令和５年度決算審査特別委員会が、９月５日・６日・９日の３日間行われ、一般会計決算と特別会

計決算の６件が認定、公営企業会計の議案３件が可決及び認定されました。使い道について、決算
審査特別委員それぞれの視点から出された意見などを紹介します。

【収益的収入】料金収入や引き受けた工事の利益など  【収益的支出】人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の利息など
【資本的収入】事業を行うために借り入れる企業債（借金）など 【資本的支出】建設改良費や企業債の返済元金など

※億と万の単位を揃えて記載しています。

［令和５年度会計別決算一覧］

水道事業会計 温泉事業会計
公営企業会計

下水道事業会計

※収益的収入・支出（税抜）、資本的収入・支出（税込）で表記

使用料及び手数料 1.0%
繰入金 2.8％

分担金及び負担金 0.8％ 諸支出金 0.7％地方譲与税 0.8％

その他 2.7％ 労働費 0.4％

市税
33.9％

民生費
36.0％

収益的収入8億7,359万1,675円
資本的収入1億7,704万8,040円
収益的支出7億8,149万1,257円
資本的支出4億8,570万3,135円

収益的収入3億2,787万7,981円
資本的収入　　 828万6,900円
収益的支出2億8,168万 873円
資本的支出2億4,913万1,301円

235億5,151万2,252円

289億4,783万9,353円

国民健康保険
霧ヶ峰リフト事業
公設地方卸売市場事業
駐車場事業
後期高齢者医療
　　　小　計
合　計

一般会計
会計別／区分 歳入済額（収入） 歳出済額（支出）

特
別
会
計

224億  634万8,068円
44億4,308万1,738円

4,030万3,807円
4,456万8,017円
1,105万6,390円

8億5,731万7,149円
53億9,632万7,101円

43億8,159万8,341円
4,030万3,807円
3,860万　956円
1,061万5,786円

8億  3,181万  11円
53億  292万8,901円
277億   927万6,969円

収益的収入19億8,258万 118円
資本的収入  3億 859万1,161円
収益的支出18億3,367万1,570円
資本的支出11億9,309万9,181円

地方交付税
16.5％国庫支出金

13.2％

諸収入 7.2％

繰越金 6.1％

市債 4.6％

地方消費税交付金
5.7％

県支出金 4.7％

農林水産費 1.0%
消防費 3.3％

議会費 0.7％

衛生費
7.2％

商工費
7.7％

公債費
9.6％

土木費
10.8％

総務費
14.1％

教育費
8.5％

指
摘
事
項・改
善
要
望

決算審査の様子

討
論

採
決
の
結
果
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総務産業委員会♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
【委員長／藤森 靖明】

　
湖
南
田
辺
に
あ
る
市
道
６
１
１
５
９

号
線
は
、
道
路
と
し
て
の
機
能
を
喪
失

し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
廃
止
し
隣
接

地
権
者
に
払
い
下
げ
を
行
う
も
の
。

こ
の
場
所
が
認
定
さ
れ
た
経
緯
は
。

今
の
基
準
で
は
認
定
さ
れ
な
い
が
、

広
い
範
囲
を
一
括
で
市
道
認
定
し
て
い

た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
頃
に
認
定
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
よ
う
な
事
案
に
つ
い
て
積
極
的

に
整
理
し
て
い
く
の
か
。

今
回
の
事
案
は
、
住
居
建
て
替
え
の

た
め
に
確
認
申
請
を
し
た
際
、
接
道
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
必
要

な
処
理
を
行
う
た
め
に
申
請
が
あ
っ

た
。
同
じ
よ
う
な
事
案
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
行
う
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

上
諏
訪
駅
周
辺
ま
ち
な
か
再
生
推
進

事
業
費
の
委
託
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
。
㋑

回
遊
性
を
高
め
る
試
み
と
し
て
、
ま

ち
な
か
の
マ
ッ
プ
・
社
会
実
験
周
知
の

た
め
の
広
報
用
チ
ラ
シ
の
作
成
、
社
会
実

験
の
企
画
・
運
営・支
援
と
し
て
専
門
家

の
立
場
か
ら
助
言
を
い
た
だ
く
た
め
の

費
用
を
予
定
し
て
い
る
。
　

市
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
優
勝
旗
を
新

し
く
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
何
年
経
っ

て
い
る
の
か
。
㋺

ポ
ン
プ
車
の
優
勝
旗
は
、
昭
和
57
年

に
造
ら
れ
た
も
の
。
小
型
ポ
ン
プ
車
の

優
勝
旗
は
昭
和
58
年
。
い
ず
れ
も
40
年

が
経
過
し
て
い
る
。

　
　
機
械
班
の
消
防
団
ポ
ン
プ
車
は
、

宮
城
県
で
行
わ
れ
る
全
国
消
防
操
法
大

会
へ
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
で
運
ぶ
の
か
。
㋩

行
き
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
で
搬
送
す
る

が
、
帰
り
は
団
員
が
運
転
を
し
て
帰
っ

て
く
る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め

に
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求

め
る
も
の
。

資
格
確
認
証
は
、「
当
分
の
間
」

プ
ッ
シ
ュ
型（
申
請
不
要
）で
発
行
さ
れ

る
が
、
法
令
上
は
申
請
主
義
と
な
っ
て

い
る
。
申
請
主
義
が
プ
ッ
シ
ュ
型
に
変

わ
れ
ば
問
題
は
な
い
の
か
。

申
請
主
義
で
な
く
な
れ
ば
よ
い
と
思

う
が
、
そ
も
そ
も
現
行
の
保
険
証
と
資

格
確
認
証
は
全
く
同
じ
も
の
な
の
で
、

現
行
の
保
険
証
の
方
が
事
務
の
手
間
も

な
く
な
る
。

　
　

当
面
の
間
と
あ
る
の
は
、
期
間

を
区
切
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
保

険
証
と
資
格
確
認
書
と
い
う
形
は
変

わ
っ
て
も
、誰
も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
利
便
性
を
享
受
し
て
い
く
こ
と

と
両
立
を
考
え
れ
ば
、マ
イ
ナ
保
険
証
へ

移
行
し
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

　
　
　
多
く
の
方
が
不
安
を
抱
い
て
い

る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
は
慣
れ
て
い
な

い
、
勝
手
が
よ
く
な
い
。
医
療
機
関
で

も
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
無
駄
な
時
間
が

か
か
る
。
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

状
態
の
た
め
、
不
安
が
な
く
な
っ
て
か

ら
保
険
証
を
廃
止
す
れ
ば
い
い
。
よ
っ

て
保
険
証
の
存
続
が
必
要
。

　
賛
成
多
数
で
採
択
。

議案審査

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

財政調整基金積立金
企業版ふるさと納税基金積立金
上諏訪駅周辺まちなか再生推進事業費㋑
立石公園内の時計塔展望台修復工事費
空家等対策推進事業費
市ポンプ操法大会優勝旗購入費㋺
全国消防操法大会補助金㋩

■9月定例会 補正予算（議案第47号 ※総務産業委員会付託分）
主な内容項  目

総務費

土木費

消防費

1億122万1千円
1億円

122万1千円
450万円
660万円
50万円

69万8千円
345万7千円

1,160万円

415万５千円

補正額

第  ９号
第１０号
第  ４号
第  ５号
第  ２号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
第４６号
第４７号
第  ２号
第  ３号
第  ４号
第  ５号
第  ６号
第  ５号
第  ６号

第  7号

認定
第1号
請願
第1号
陳情
第14号
陳情
第15号

議
決
結
果

区分
番号 件　名

可決

不
採択

可否同数のため議長裁決による

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

×

×

○

○

×

×

○

○

×

×

×

○

×

×

×

○

○

×

○

○

×

×

○

○

継続
審査
趣旨
採択

・令和５年度決算に基づく財政健全化判断比率及び公営企業資金不足比率の報告について            
・専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）            
・教育委員会委員の任命について            
・監査委員の選任について            
・人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるについて            
・諏訪市国民健康保険条例の一部改正について            
・長野県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について            
・和解及び損害賠償の額を定めるについて            
・公の施設の指定管理者の指定について            
・市道路線の廃止について            
・令和５年度諏訪市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について            
・令和５年度諏訪市温泉事業会計利益の処分及び決算の認定について            
・令和５年度諏訪市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について            
・令和６年度諏訪市一般会計補正予算（第４号）            
・令和５年度諏訪市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について            
・令和５年度諏訪市霧ヶ峰リフト事業特別会計歳入歳出決算認定について            
・令和５年度諏訪市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算認定について            
・令和５年度諏訪市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について            
・令和５年度諏訪市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について                        
・諏訪市議会個人情報の保護に関する条例の一部改正について            
・意見書の提出について（女子差別撤廃条約選択議定書批准の速やかな検討を求める意見書）

・意見書の提出について（現行の健康保険証の存続を求める意見書）                 

■報　告……

■同　意……

■諮　問……
■議　案……

■認　定……

■議員議案…

■議員議案…

◎全会一致で可決等された議案等

◎撤回された議案

◎全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧
賛成…○　反対…×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、議長（横山 真）は、採決には加わりません。

※各常任委員会の審査結果に基づき採決しました。

令和５年度諏訪市一般会計歳入歳出決算認定に
ついて
訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げ
の再改定を早急に行うことを求める請願書（継続）
政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し
すべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情書
「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の
提出を求める陳情書

井
上
　
　登

伊
藤
　浩
平

牛
山
　
　正

小
山
　博
子

大
津
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高
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　智
子

小
泉
　正
幸

牛
山
　実
弦

吉
澤
美
樹
郎

岩
波
万
佐
巳

藤
森
　綾
子

藤
森
　靖
明

森
山
　博
美

近
藤
　一
美

令和6年 第3回（9月）定例会  審議結果

議
案
第
43
号
市
道
路
線
の

廃
止
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

議
案
第
47
号
令
和
６
年
度
諏
訪

市一般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

陳
情
第
15
号
「
現
行
の
健
康
保
険

証
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」の

提
出
を
求
め
る
陳
情
書

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

陳
情
の
趣
旨

討
論

採
決
の
結
果

問答問問 答

問問 答答答

答不
採
択

採
　
択

可決可決

採択

　　　　　７月2、3日に今年40周年となる姉妹都市である、神奈川県秦野市の市議22名が諏訪市を
来訪され、交歓研修会を開催しました。１日目の研修会では諏訪市が取り組む「魅力の架け橋 高原湖畔
都市を目指したコンパクトシティへの
取組」の講演会を開きました。その後、
両市の課題について意見交換を行いま
した。２日目は、立石公園、原田泰治美
術館、諏訪大社上社と市内を視察いた
だきました。今後も秦野市との交流を
深めていけたらと思います。

秦野市
諏訪市

主
な
質
疑

問

議会TOPICS①
姉妹都市議会議員交歓研修会 開催！
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総務産業委員会♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
【委員長／藤森 靖明】

　
湖
南
田
辺
に
あ
る
市
道
６
１
１
５
９

号
線
は
、
道
路
と
し
て
の
機
能
を
喪
失

し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
廃
止
し
隣
接

地
権
者
に
払
い
下
げ
を
行
う
も
の
。

こ
の
場
所
が
認
定
さ
れ
た
経
緯
は
。

今
の
基
準
で
は
認
定
さ
れ
な
い
が
、

広
い
範
囲
を
一
括
で
市
道
認
定
し
て
い

た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
頃
に
認
定
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
よ
う
な
事
案
に
つ
い
て
積
極
的

に
整
理
し
て
い
く
の
か
。

今
回
の
事
案
は
、
住
居
建
て
替
え
の

た
め
に
確
認
申
請
を
し
た
際
、
接
道
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
必
要

な
処
理
を
行
う
た
め
に
申
請
が
あ
っ

た
。
同
じ
よ
う
な
事
案
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
行
う
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

上
諏
訪
駅
周
辺
ま
ち
な
か
再
生
推
進

事
業
費
の
委
託
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
。
㋑

回
遊
性
を
高
め
る
試
み
と
し
て
、
ま

ち
な
か
の
マ
ッ
プ
・
社
会
実
験
周
知
の

た
め
の
広
報
用
チ
ラ
シ
の
作
成
、
社
会
実

験
の
企
画
・
運
営・支
援
と
し
て
専
門
家

の
立
場
か
ら
助
言
を
い
た
だ
く
た
め
の

費
用
を
予
定
し
て
い
る
。
　

市
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
優
勝
旗
を
新

し
く
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
何
年
経
っ

て
い
る
の
か
。
㋺

ポ
ン
プ
車
の
優
勝
旗
は
、
昭
和
57
年

に
造
ら
れ
た
も
の
。
小
型
ポ
ン
プ
車
の

優
勝
旗
は
昭
和
58
年
。
い
ず
れ
も
40
年

が
経
過
し
て
い
る
。

　
　
機
械
班
の
消
防
団
ポ
ン
プ
車
は
、

宮
城
県
で
行
わ
れ
る
全
国
消
防
操
法
大

会
へ
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
で
運
ぶ
の
か
。
㋩

行
き
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
で
搬
送
す
る

が
、
帰
り
は
団
員
が
運
転
を
し
て
帰
っ

て
く
る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め

に
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求

め
る
も
の
。

資
格
確
認
証
は
、「
当
分
の
間
」

プ
ッ
シ
ュ
型（
申
請
不
要
）で
発
行
さ
れ

る
が
、
法
令
上
は
申
請
主
義
と
な
っ
て

い
る
。
申
請
主
義
が
プ
ッ
シ
ュ
型
に
変

わ
れ
ば
問
題
は
な
い
の
か
。

申
請
主
義
で
な
く
な
れ
ば
よ
い
と
思

う
が
、
そ
も
そ
も
現
行
の
保
険
証
と
資

格
確
認
証
は
全
く
同
じ
も
の
な
の
で
、

現
行
の
保
険
証
の
方
が
事
務
の
手
間
も

な
く
な
る
。

　
　

当
面
の
間
と
あ
る
の
は
、
期
間

を
区
切
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
保

険
証
と
資
格
確
認
書
と
い
う
形
は
変

わ
っ
て
も
、誰
も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
利
便
性
を
享
受
し
て
い
く
こ
と

と
両
立
を
考
え
れ
ば
、マ
イ
ナ
保
険
証
へ

移
行
し
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

　
　
　
多
く
の
方
が
不
安
を
抱
い
て
い

る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
は
慣
れ
て
い
な

い
、
勝
手
が
よ
く
な
い
。
医
療
機
関
で

も
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
無
駄
な
時
間
が

か
か
る
。
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

状
態
の
た
め
、
不
安
が
な
く
な
っ
て
か

ら
保
険
証
を
廃
止
す
れ
ば
い
い
。
よ
っ

て
保
険
証
の
存
続
が
必
要
。

　
賛
成
多
数
で
採
択
。

議案審査

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

財政調整基金積立金
企業版ふるさと納税基金積立金
上諏訪駅周辺まちなか再生推進事業費㋑
立石公園内の時計塔展望台修復工事費
空家等対策推進事業費
市ポンプ操法大会優勝旗購入費㋺
全国消防操法大会補助金㋩

■9月定例会 補正予算（議案第47号 ※総務産業委員会付託分）
主な内容項  目

総務費

土木費

消防費

1億122万1千円
1億円

122万1千円
450万円
660万円
50万円

69万8千円
345万7千円

1,160万円

415万５千円

補正額

第  ９号
第１０号
第  ４号
第  ５号
第  ２号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
第４６号
第４７号
第  ２号
第  ３号
第  ４号
第  ５号
第  ６号
第  ５号
第  ６号

第  7号

認定
第1号
請願
第1号
陳情
第14号
陳情
第15号

議
決
結
果

区分
番号 件　名

可決

不
採択

可否同数のため議長裁決による

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

×

×

○

○

×

×

○

○

×

×

×

○

×

×

×

○

○

×

○

○

×

×

○

○

継続
審査
趣旨
採択

・令和５年度決算に基づく財政健全化判断比率及び公営企業資金不足比率の報告について            
・専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）            
・教育委員会委員の任命について            
・監査委員の選任について            
・人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるについて            
・諏訪市国民健康保険条例の一部改正について            
・長野県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について            
・和解及び損害賠償の額を定めるについて            
・公の施設の指定管理者の指定について            
・市道路線の廃止について            
・令和５年度諏訪市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について            
・令和５年度諏訪市温泉事業会計利益の処分及び決算の認定について            
・令和５年度諏訪市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について            
・令和６年度諏訪市一般会計補正予算（第４号）            
・令和５年度諏訪市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について            
・令和５年度諏訪市霧ヶ峰リフト事業特別会計歳入歳出決算認定について            
・令和５年度諏訪市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算認定について            
・令和５年度諏訪市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について            
・令和５年度諏訪市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について                        
・諏訪市議会個人情報の保護に関する条例の一部改正について            
・意見書の提出について（女子差別撤廃条約選択議定書批准の速やかな検討を求める意見書）

・意見書の提出について（現行の健康保険証の存続を求める意見書）                 

■報　告……

■同　意……

■諮　問……
■議　案……

■認　定……

■議員議案…

■議員議案…

◎全会一致で可決等された議案等

◎撤回された議案

◎全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧
賛成…○　反対…×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、議長（横山 真）は、採決には加わりません。

※各常任委員会の審査結果に基づき採決しました。

令和５年度諏訪市一般会計歳入歳出決算認定に
ついて
訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げ
の再改定を早急に行うことを求める請願書（継続）
政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し
すべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情書
「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の
提出を求める陳情書
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　　　　　７月2、3日に今年40周年となる姉妹都市である、神奈川県秦野市の市議22名が諏訪市を
来訪され、交歓研修会を開催しました。１日目の研修会では諏訪市が取り組む「魅力の架け橋 高原湖畔
都市を目指したコンパクトシティへの
取組」の講演会を開きました。その後、
両市の課題について意見交換を行いま
した。２日目は、立石公園、原田泰治美
術館、諏訪大社上社と市内を視察いた
だきました。今後も秦野市との交流を
深めていけたらと思います。

秦野市
諏訪市

主
な
質
疑

問

議会TOPICS①
姉妹都市議会議員交歓研修会 開催！
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代表質問 社会文教委員会♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
【委員長／近藤 一美】

指定管理者制度を導入の霧ヶ峰リフト

議案審査
　
主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
故
障
の
原
因
は
、

使
用
者
が
落
と
し
た
こ
と
等
に
よ
る
問

題
か
。
そ
れ
と
も
経
年
劣
化
等
の
不
具

合
か
。
㋑

落
と
し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
起
動
装
置
に
負
荷
が
か
か
り
、

パ
ソ
コ
ン
が
立
ち
上
が
ら
な
い
こ
と
が

要
因
。学

校
内
の
危
険
木
の
伐
採
は
何
本
調

査
し
て
、
何
本
伐
採
す
る
の
か
。
㋺

学
校
の
敷
地
に
あ
る
樹
木
を
全
て
調

査
し
、
そ
の
中
で
特
に
伐
採
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
危
険
と
さ
れ
た
も
の
は

全
校
で
19
本
程
度
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
伐
採
を
行
う
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
３
年
に
一
度
の
介
護
報
酬
の
改
定
で
、

訪
問
介
護
費
の
基
本
報
酬
が
４
月
か
ら

引
き
下
げ
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
介
護
人

材
の
確
保
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
り
か

ね
ず
、訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、

介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急

に
行
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

・
引
き
続
き
、
動
向
を
見
な
が
ら
遅
く
と

も
３
月
ま
で
に
は
結
論
を
出
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

・
結
果
は
出
て
い
な
い
が
、
県
で
も
実
態

調
査
を
行
う
動
き
も
あ
り
、採
択
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
前
回
国
で
引
き
下
げ
の
影
響

を
速
や
か
に
検
証
す
る
こ
と
が
決
議
さ

れ
、
国
の
動
向
を
見
る
と
し
て
継
続
審
査

と
し
た
が
、
そ
の
後
の
結
果
も
出
て
い
な

い
た
め
、引
き
続
き
継
続
審
査
と
す
べ
き
。

　
　
　
　
採
決
し
至
急
採
択
す
べ
き
。

　「
継
続
審
査
に
す
べ
き
」と
の
こ
と
に

つ
い
て
、
可
否
同
数
、
委
員
長
裁
決
に

よ
り
引
き
続
き
継
続
審
査
。

　
医
療
や
介
護
現
場
で
働
く
す
べ
て
の

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
、
人
員
配
置

増
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
政
府
の
責
任
に

お
い
て
、
全
額
公
費
に
よ
る
追
加
の
賃

上
げ
支
援
策
を
実
行
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
。

「
全
額
公
費
に
よ
る
賃
上
げ
支
援
」

の
部
分
で
、２.

５
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

目
標
に
し
て
い
る
が
実
際
は
２
％
と
あ

る
。
差
額
と
な
る
０.

５
％
を
求
め
て
い

る
の
か
。

春
闘
で
は
額
で
言
う
と
４
万
円
以
上

の
賃
上
げ
を
求
め
る
と
し
て
き
た
。
介

護
で
い
う
と
６.

８
万
円
の
差
が
あ
り
、

４
万
円
上
が
っ
て
も
全
然
足
り
な
い
が
、

ま
ず
は
他
産
業
に
少
し
で
も
近
づ
け
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

・
全
額
公
費
に
よ
る
賃
上
げ
支
援
策
は
非

常
に
難
し
い
と
考
え
る
た
め
趣
旨
採
択
。

・
現
場
の
状
況
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
方
の
こ
と
を
考
え
て
も
、
早
急
に
対

処
し
な
く
て
は
い
け
な
い
問
題
で
あ
る

た
め
採
択
。

　
　

　
　
　
　
　
制
度
改
革
の
方
に
重
き
を

置
い
て
も
ら
い
た
い
。
全
額
公
費
に
は

賛
成
で
き
か
ね
る
た
め
、
趣
旨
採
択
。

　
　
　
　
現
場
の
ス
ピ
ー
ド
感
と
し
て
は

待
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
早
急
に
国
の

方
で
対
処
す
べ
き
と
考
え
、
採
択
。

　
賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

生活保護制度見直しに係るシステム改修委託料

小中学校タブレット端末修繕料㋑

小中学校危険木等伐採業務委託㋺

部活動地域移行推進事業費

■9月定例会 補正予算（議案第47号 ※社会文教委員会付託分）
主な内容項  目

民生費

教育費

 　 204万円

1,330万円

　 204万円

712万8千円

470万円

　147万2千円

補正額

議
案
第
47
号
令
和
６
年
度
諏
訪

市一般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

♦各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。

◯
掲
載
内
容
は
、主
な
質
問
と
答
弁
で
あ
り
、代
表
者
の
文
責
に
よ
る
も
の
で
す。※

各
議
員
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
代
表
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す。

今
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
施
策
は
。

　
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
社
会
基
盤
整
備

や
子
育
て
支
援
に
関
す
る
項
目
な
ど
随

所
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
理
念
に

基
づ
く
も
の
を
掲
げ
、
今
ま
さ
に
そ
の

具
現
化
に
向
け
て
注
力
し
て
い
る
。

具
体
的
な
取
組
内
容
は
。

文
化
セ
ン
タ
ー
や
駅
西
口
な
ど
の
上

諏
訪
駅
周
辺
の
一
体
的
整
備
、
諏
訪
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く

公
共
施
設
の
最
適
化
や
、
未
来
創
造
ゆ

め
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
小
中
学

校
の
再
編
、〝
ひ
ろ
が
る
笑
顔
〞
ゆ
め
保

育
所
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
保
育
環
境
の
最

適
化
な
ど
が
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
予
算
に
お
け
る
事
業
の

執
行
は
。

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
関
連

で
は
、
新
規
事
業
で
あ
る
地
域
防
災
力

向
上
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
各
地
区
な

ど
に
数
多
く
の
補
助
金
活
用
を
い
た
だ

き
、
７
月
末
時
点
で
30
件
以
上
の
申
請

を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
。「
子
育
て
支

援
・
教
育
が
充
実
し
た
ま
ち
」
で
は
、

産
後
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
い

て
、
産
婦
の
産
後
相
談
に
係
る
費
用
の

助
成
額
の
拡
充
を
年
度
当
初
よ
り
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、「
未
来
創
造
ゆ
め
ス

ク
ー
ル
プ
ラ
ン
の
推
進
」
で
は
、
南
部

地
区
推
進
委
員
会
や
地
区
懇
談
会
を
重

ね
る
な
ど
必
要
な
事
業
を
着
実
に
実
施

し
て
い
る
。

今
後
の
霧
ヶ
峰
の
市
有
施
設
は
ど
の

よ
う
に
運
営
し
て
い
く
か
。

リ
フ
ト
事
業
は
、
市
の
直
営
に
よ
る

運
営
を
令
和
７
年
度
末
ま
で
と
し
、
令

和
８
年
度
以
降
は
、
民
間
事
業
者
の
創

意
工
夫
を
生
か
し
た
事
業
運
営
に
移
行

す
べ
く
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
。
キ
ャ
ン
プ
場
も
同
様
と
な
る
。

指
定
管
理
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

民
間
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
多
様
な
事
業
展
開
が
期
待
で
き
る
こ

と
、
行
政
の
単
年
度
会
計
の
原
則
や
財

務
規
則
等
に
縛
ら
れ
な
い
業
務
の
効
率

化
・
合
理
化
が
図
れ
る
こ
と
等
が
あ
げ

ら
れ
る
。

会
員
登
録
者
数
は
。

８
月
末
現
在
２
３
６
人
。
地
域
戦

略
・
男
女
共
同
参
画
課
で
は
随
時
、
会

員
登
録
の
受
付
を
し
て
お
り
、
９
月
26

日
（
木
）
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
会
員
登
録
申
込
み
が
受
付
開
始
と

な
る
。
10
月
に
は
市
役
所
及
び
４
条
例

館
で
あ
る
公
民
館
で
の
説
明
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
サ
ロ
ン
等
で
の
勉
強

会
に
は
出
前
講
座
と
し
て
出
向
く
。

テ
ス
ト
運
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

10
月
１
日
の
午
前
８
時
か
ら
車
両
３

台
に
よ
る
テ
ス
ト
運
行
を
開
始
。
期
間

は
１
年
間
と
な
る
。
10
月
・
11
月
は

チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
を
体
験
し

て
も
ら
い
た
い
た
め
、
無
料
。
12
月
・

１
月
は
通
常
料
金
で
運
行
し
、
２
月
・

３
月
は
土
日
も
運
行
し
て
い
く
。
ま

た
、
４
月
・
５
月
は
朝
夕
時
間
を
延
長

し
て
運
行
し
、
色
々
な
条
件
を
変
え
な

が
ら
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
令
和
７
年
10

月
か
ら
の
本
格
運
行
に
向
け
て
検
証
を

行
う
。公

共
交
通
再
編
の
考
え
は
。

チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
は
、
令

和
７
年
10
月
か
ら
本
格
運
行
開
始
を
目

指
す
が
、
現
行
の
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス

も
令
和
８
年
３
月
ま
で
は
現
行
ど
お
り

運
行
す
る
。
従
っ
て
令
和
８
年
３
月
ま

で
は
チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
と
か

り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
が
両
方
運
行
さ
れ
る

が
、
令
和
８
年
４
月
に
大
幅
に
か
り
ん

ち
ゃ
ん
バ
ス
の
路
線
を
再
編
す
る
。

新
政
す
わ

今一番
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
は

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
具
現

化
に
向
け
、社
会
基
盤
整
備

や
子
育
て
支
援

今
後
の
市
有
施
設
の
運
営
は

リ
フ
ト
事
業
は
、「
指
定

管
理
者
制
度
」を
導
入

藤森 靖明

主
な
質
疑

主
な
意
見

主
な
意
見

討
論

採
決
の
結
果

陳
情
の
趣
旨

問答

継
続
審
査

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

請
願
の
趣
旨

問問 答答

可決

採
決
の
結
果

討
論

請
願
第
１
号
訪
問
介
護
費
の

引
き
下
げ
撤
回
と
、介
護
報
酬
引

き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う

こ
と
を
求
め
る
請
願
書（
継
続
）

陳
情
第
14
号
政
府
の
責
任
で
医
療

・介
護
施
設
へ
の
支
援
を
拡
充
し
す

べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
や

人
員
増
を
求
め
る
陳
情
書

継続
審査

趣旨
採択

金
子
市
政
の
進
捗
状
況

霧
ヶ
峰
の
市
有
施
設

問

問

答

答問問 答答

問問 答
問答

テ
ス
ト
運
行
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

10
月
１
日
の
午
前
８
時

か
ら
テ
ス
ト
運
行
を
開
始

チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん

問答

問答

答問答問答

採
　
決

趣
旨
採
択

採
　
択

YouTube
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代表質問 社会文教委員会♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
【委員長／近藤 一美】

指定管理者制度を導入の霧ヶ峰リフト

議案審査
　
主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
故
障
の
原
因
は
、

使
用
者
が
落
と
し
た
こ
と
等
に
よ
る
問

題
か
。
そ
れ
と
も
経
年
劣
化
等
の
不
具

合
か
。
㋑

落
と
し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
起
動
装
置
に
負
荷
が
か
か
り
、

パ
ソ
コ
ン
が
立
ち
上
が
ら
な
い
こ
と
が

要
因
。学

校
内
の
危
険
木
の
伐
採
は
何
本
調

査
し
て
、
何
本
伐
採
す
る
の
か
。
㋺

学
校
の
敷
地
に
あ
る
樹
木
を
全
て
調

査
し
、
そ
の
中
で
特
に
伐
採
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
危
険
と
さ
れ
た
も
の
は

全
校
で
19
本
程
度
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
伐
採
を
行
う
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
３
年
に
一
度
の
介
護
報
酬
の
改
定
で
、

訪
問
介
護
費
の
基
本
報
酬
が
４
月
か
ら

引
き
下
げ
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
介
護
人

材
の
確
保
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
り
か

ね
ず
、訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、

介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急

に
行
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

・
引
き
続
き
、
動
向
を
見
な
が
ら
遅
く
と

も
３
月
ま
で
に
は
結
論
を
出
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

・
結
果
は
出
て
い
な
い
が
、
県
で
も
実
態

調
査
を
行
う
動
き
も
あ
り
、採
択
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
前
回
国
で
引
き
下
げ
の
影
響

を
速
や
か
に
検
証
す
る
こ
と
が
決
議
さ

れ
、
国
の
動
向
を
見
る
と
し
て
継
続
審
査

と
し
た
が
、
そ
の
後
の
結
果
も
出
て
い
な

い
た
め
、引
き
続
き
継
続
審
査
と
す
べ
き
。

　
　
　
　
採
決
し
至
急
採
択
す
べ
き
。

　「
継
続
審
査
に
す
べ
き
」と
の
こ
と
に

つ
い
て
、
可
否
同
数
、
委
員
長
裁
決
に

よ
り
引
き
続
き
継
続
審
査
。

　
医
療
や
介
護
現
場
で
働
く
す
べ
て
の

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
、
人
員
配
置

増
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
政
府
の
責
任
に

お
い
て
、
全
額
公
費
に
よ
る
追
加
の
賃

上
げ
支
援
策
を
実
行
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
。

「
全
額
公
費
に
よ
る
賃
上
げ
支
援
」

の
部
分
で
、２.

５
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

目
標
に
し
て
い
る
が
実
際
は
２
％
と
あ

る
。
差
額
と
な
る
０.

５
％
を
求
め
て
い

る
の
か
。

春
闘
で
は
額
で
言
う
と
４
万
円
以
上

の
賃
上
げ
を
求
め
る
と
し
て
き
た
。
介

護
で
い
う
と
６.

８
万
円
の
差
が
あ
り
、

４
万
円
上
が
っ
て
も
全
然
足
り
な
い
が
、

ま
ず
は
他
産
業
に
少
し
で
も
近
づ
け
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

・
全
額
公
費
に
よ
る
賃
上
げ
支
援
策
は
非

常
に
難
し
い
と
考
え
る
た
め
趣
旨
採
択
。

・
現
場
の
状
況
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
方
の
こ
と
を
考
え
て
も
、
早
急
に
対

処
し
な
く
て
は
い
け
な
い
問
題
で
あ
る

た
め
採
択
。

　
　

　
　
　
　
　
制
度
改
革
の
方
に
重
き
を

置
い
て
も
ら
い
た
い
。
全
額
公
費
に
は

賛
成
で
き
か
ね
る
た
め
、
趣
旨
採
択
。

　
　
　
　
現
場
の
ス
ピ
ー
ド
感
と
し
て
は

待
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
早
急
に
国
の

方
で
対
処
す
べ
き
と
考
え
、
採
択
。

　
賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

生活保護制度見直しに係るシステム改修委託料

小中学校タブレット端末修繕料㋑

小中学校危険木等伐採業務委託㋺

部活動地域移行推進事業費

■9月定例会 補正予算（議案第47号 ※社会文教委員会付託分）
主な内容項  目

民生費

教育費

 　 204万円

1,330万円

　 204万円

712万8千円

470万円

　147万2千円

補正額

議
案
第
47
号
令
和
６
年
度
諏
訪

市一般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

♦各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。

◯
掲
載
内
容
は
、主
な
質
問
と
答
弁
で
あ
り
、代
表
者
の
文
責
に
よ
る
も
の
で
す。※

各
議
員
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
代
表
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す。

今
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
施
策
は
。

　
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
社
会
基
盤
整
備

や
子
育
て
支
援
に
関
す
る
項
目
な
ど
随

所
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
理
念
に

基
づ
く
も
の
を
掲
げ
、
今
ま
さ
に
そ
の

具
現
化
に
向
け
て
注
力
し
て
い
る
。

具
体
的
な
取
組
内
容
は
。

文
化
セ
ン
タ
ー
や
駅
西
口
な
ど
の
上

諏
訪
駅
周
辺
の
一
体
的
整
備
、
諏
訪
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く

公
共
施
設
の
最
適
化
や
、
未
来
創
造
ゆ

め
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
小
中
学

校
の
再
編
、〝
ひ
ろ
が
る
笑
顔
〞
ゆ
め
保

育
所
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
保
育
環
境
の
最

適
化
な
ど
が
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
予
算
に
お
け
る
事
業
の

執
行
は
。

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
関
連

で
は
、
新
規
事
業
で
あ
る
地
域
防
災
力

向
上
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
各
地
区
な

ど
に
数
多
く
の
補
助
金
活
用
を
い
た
だ

き
、
７
月
末
時
点
で
30
件
以
上
の
申
請

を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
。「
子
育
て
支

援
・
教
育
が
充
実
し
た
ま
ち
」
で
は
、

産
後
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
い

て
、
産
婦
の
産
後
相
談
に
係
る
費
用
の

助
成
額
の
拡
充
を
年
度
当
初
よ
り
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、「
未
来
創
造
ゆ
め
ス

ク
ー
ル
プ
ラ
ン
の
推
進
」
で
は
、
南
部

地
区
推
進
委
員
会
や
地
区
懇
談
会
を
重

ね
る
な
ど
必
要
な
事
業
を
着
実
に
実
施

し
て
い
る
。

今
後
の
霧
ヶ
峰
の
市
有
施
設
は
ど
の

よ
う
に
運
営
し
て
い
く
か
。

リ
フ
ト
事
業
は
、
市
の
直
営
に
よ
る

運
営
を
令
和
７
年
度
末
ま
で
と
し
、
令

和
８
年
度
以
降
は
、
民
間
事
業
者
の
創

意
工
夫
を
生
か
し
た
事
業
運
営
に
移
行

す
べ
く
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
。
キ
ャ
ン
プ
場
も
同
様
と
な
る
。

指
定
管
理
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

民
間
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
多
様
な
事
業
展
開
が
期
待
で
き
る
こ

と
、
行
政
の
単
年
度
会
計
の
原
則
や
財

務
規
則
等
に
縛
ら
れ
な
い
業
務
の
効
率

化
・
合
理
化
が
図
れ
る
こ
と
等
が
あ
げ

ら
れ
る
。

会
員
登
録
者
数
は
。

８
月
末
現
在
２
３
６
人
。
地
域
戦

略
・
男
女
共
同
参
画
課
で
は
随
時
、
会

員
登
録
の
受
付
を
し
て
お
り
、
９
月
26

日
（
木
）
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
会
員
登
録
申
込
み
が
受
付
開
始
と

な
る
。
10
月
に
は
市
役
所
及
び
４
条
例

館
で
あ
る
公
民
館
で
の
説
明
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
サ
ロ
ン
等
で
の
勉
強

会
に
は
出
前
講
座
と
し
て
出
向
く
。

テ
ス
ト
運
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

10
月
１
日
の
午
前
８
時
か
ら
車
両
３

台
に
よ
る
テ
ス
ト
運
行
を
開
始
。
期
間

は
１
年
間
と
な
る
。
10
月
・
11
月
は

チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
を
体
験
し

て
も
ら
い
た
い
た
め
、
無
料
。
12
月
・

１
月
は
通
常
料
金
で
運
行
し
、
２
月
・

３
月
は
土
日
も
運
行
し
て
い
く
。
ま

た
、
４
月
・
５
月
は
朝
夕
時
間
を
延
長

し
て
運
行
し
、
色
々
な
条
件
を
変
え
な

が
ら
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
令
和
７
年
10

月
か
ら
の
本
格
運
行
に
向
け
て
検
証
を

行
う
。公

共
交
通
再
編
の
考
え
は
。

チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
は
、
令

和
７
年
10
月
か
ら
本
格
運
行
開
始
を
目

指
す
が
、
現
行
の
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス

も
令
和
８
年
３
月
ま
で
は
現
行
ど
お
り

運
行
す
る
。
従
っ
て
令
和
８
年
３
月
ま

で
は
チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
と
か

り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
が
両
方
運
行
さ
れ
る

が
、
令
和
８
年
４
月
に
大
幅
に
か
り
ん

ち
ゃ
ん
バ
ス
の
路
線
を
再
編
す
る
。

新
政
す
わ

今一番
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
は

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
具
現

化
に
向
け
、社
会
基
盤
整
備

や
子
育
て
支
援

今
後
の
市
有
施
設
の
運
営
は

リ
フ
ト
事
業
は
、「
指
定

管
理
者
制
度
」を
導
入

藤森 靖明

主
な
質
疑

主
な
意
見

主
な
意
見

討
論

採
決
の
結
果

陳
情
の
趣
旨

問答

継
続
審
査

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

請
願
の
趣
旨

問問 答答

可決

採
決
の
結
果

討
論

請
願
第
１
号
訪
問
介
護
費
の

引
き
下
げ
撤
回
と
、介
護
報
酬
引

き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う

こ
と
を
求
め
る
請
願
書（
継
続
）

陳
情
第
14
号
政
府
の
責
任
で
医
療

・介
護
施
設
へ
の
支
援
を
拡
充
し
す

べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
や

人
員
増
を
求
め
る
陳
情
書

継続
審査

趣旨
採択

金
子
市
政
の
進
捗
状
況

霧
ヶ
峰
の
市
有
施
設

問

問

答

答問問 答答

問問 答
問答

テ
ス
ト
運
行
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

10
月
１
日
の
午
前
８
時

か
ら
テ
ス
ト
運
行
を
開
始

チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん

問答

問答

答問答問答

採
　
決

趣
旨
採
択

採
　
択

YouTube
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代表質問 ♦各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。

掲
載
内
容
は
、主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
で
あ
り
、質
問
者
の
文
責
に
よ
る
も
の
で
す。※

各
議
員
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す。

市
民
第
一

小さくなった
沖田イチョウ並木

諏訪市の地域幸福度（Well-Being）
指標データグラフ

マツタケのシロ
イノシシに荒らされる

一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。

保
育
士
が
常
駐
し
子
育
て
を
楽
し
め

る
よ
う
な
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
で
き
な

い
か
。キ

ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
室
内
用
大

型
遊
具
、
お
も
ち
ゃ
、
絵
本
が
備
え
ら

れ
て
お
り
、
お
絵
描
き
や
折
り
紙
も
楽

し
め
る
た
め
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
親
子
の
絆
を
深
め
る
場
で

あ
る
と
と
も
に
、
利
用
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ
て

い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
保
育
士
を
常

駐
さ
せ
る
体
制
は
考
え
て
い
な
い
が
、

定
期
的
に
「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
」
な
ど

の
親
子
向
け
講
座
を
開
催
し
て
い
く
。

聞
こ
え
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

防
災
無
線
と
同
じ
放
送
内
容
を
防
災

メ
ー
ル
、
市
公
式
L
I
N
E
で
配
信
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
L
C
V

12
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
画
面
表
示
、
通
話
料

無
料
の
電
話
で
の
聞
き
直
し
サ
ー
ビ
ス

の
５
種
類
の
補
完
対
応
を
し
て
い
る
。

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

危
機
管
理
室
で
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
防
災
関
連
の
記
事
を
随
時
更
新
し
て

お
り
L
I
N
E
で
防
災
メ
ー
ル
を
受
け

取
れ
る
よ
う
、
市
公
式
L
I
N
E
の
使

い
方
の
案
内
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
設
定

を
し
た
。
今
後
も
広
報
す
わ
の
記
事
な

ど
で
L
I
N
E
で
の
受
け
取
り
が
で
き

る
こ
と
に
対
し
周
知
を
進
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
使
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
も

積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
。

枝
葉
が
ぶ
つ
切
り
状
態
の
街
路
樹
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
る
が
樹
木
の
反
応
は
。

樹
木
の
サ
イ
ズ
や
形
状
が
変
わ
り
景

観
を
損
ね
る
可
能
性
も
あ
る
。

環
境
対
策
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

街
路
樹
は
都
市
の
温
暖
化
を
緩
和

し
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
に

役
立
つ
。

街
路
樹
の
管
理
に
は
、
経
験
と
知
識

が
必
要
だ
が
職
員
体
制
や
育
成
は
。

多
く
の
職
員
に
専
門
的
な
知
識
・
資
格

は
な
く
、適
切
な
剪
定
技
術
、病
害
虫
の
診

断
と
対
策
、土
壌
管
理
な
ど
の
知
識
や
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

国
は
非
正
規
の
会
計
年
度
任
用
職
員

の
待
遇
改
善
と
し
て
勤
勉
手
当
の
支
給

を
今
年
度
か
ら
行
う
よ
う
予
算
を
計
上

し
た
が
、
諏
訪
市
が
不
支
給
と
し
た
の

は
問
題
で
は
。

人
事
評
価
制
度
の
整
備
や
近
隣
市

町
村
と
の
権
衡
を
図
る
こ
と
等
を
勘
案

し
た
た
め
。

勤
務
時
間
の
設
定
に
つ
い
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
勤

務
時
間
を
フ
ル
タ
イ
ム
よ
り
僅
か
に
短

く
設
定
し
て
い
る
の
で
は
。

常
勤
職
員
が
週
38
時
間
45
分
に
対

し
、29
時
間
と
し
て
お
り
、職
務
の
内
容

や
量
に
応
じ
て
設
定
し
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
は
女
性
が
多
く

賃
金
格
差
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
分

野
別
女
性
の
割
合
、
年
収
は
。

会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
76.

５
％
。

職
種
別
の
割
合
は
一
般
職
で
68.

１
％
、

保
育
士
で
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
お
り
年

収
は
常
勤
職
員
の
約
４
割
程
度
で
あ
る
。

勤
勉
手
当
不
支
給
は
問
題

人
事
評
価
制
度
の

整
備
が
必
要

強
剪
定
の
目
的
は

樹
高
を
制
限
す
る
た
め

デ
ジ
タ
ル
庁
の
地
域
幸
福
度

（W
ell-Being

）指
標
デ
ー
タ
を
今
後
の

施
策
策
定
に
お
い
て
活
用
す
る
考
え
は
。

デ
ジ
タ
ル
庁
が
提
供
す
る
「
地
域
幸

福
度
指
標
」
は
、
サ
ン
プ
ル
数
や
偏
り

に
留
意
す
べ
き
点
が
あ
り
、
諏
訪
市
の

施
策
策
定
に
お
い
て
直
接
的
に
活
用
す

る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。
一
方
、
市

民
満
足
度
調
査
は
、
市
の
施
策
が
市
民

に
与
え
る
影
響
を
観
察
で
き
、
施
策
策

定
に
お
い
て
有
用
と
考
え
る
。
東
洋
経

済
な
ど
の
民
間
企
業
に
よ
る
調
査
な
ど

も
複
数
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
も
貴

重
な
参
考
資
料
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

活
用
で
き
る
の
か
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル

庁
の
調
査
状
況
や
調
査
の
熟
度
も
踏
ま

え
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
近
隣
自
治
体

へ
の
相
互
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
の
検
討

状
況
は
。

当
市
と
近
隣
市
町
を
ま
た
ぐ
バ
ス
路

線
に
は
ス
ワ
ン
バ
ス
や
ア
ル
ピ
コ
交
通

の
岡
谷
茅
野
線
が
あ
る
。
令
和
８
年
４

月
か
ら
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
路
線
を

再
編
し
、
観
光
便
を
新
設
す
る
予
定
で
、

上
諏
訪
駅
か
ら
諏
訪
湖
、
諏
訪
大
社
を
結

ぶ
計
画
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
茅
野
駅
ま
で

の
延
伸
に
向
け
て
茅
野
市
と
の
協
議
を

進
め
、
広
域
運
行
の
可
能
性
も
前
向
き

に
検
討
中
で
あ
る
。
詳
細
な
運
行
計
画

は
今
後
、
両
市
の
協
議
と
バ
ス
事
業
者

と
の
調
整
を
経
て
決
定
さ
れ
る
。

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の

近
隣
自
治
体
へ
の
相
互

乗
り
入
れ
の
計
画
は

令
和
８
年
４
月
の
見
直
し

に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る

デ
ジ
タ
ル
庁
の
地
域
幸
福

度（W
ell-Being

）

指
標
の
活
用
は

調
査
状
況
や
調
査
の
熟
度

も
踏
ま
え
見
極
め
て
い
く

必
要
が
あ
る

職
員
の
幸
せ
と
働
き
が
い
が
市
民
に

つ
な
が
る
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

職
員
サ
ポ
ー
ト
室
で
は
、
職
員
が
心

身
と
も
に
健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
目
標
に
、
心
身
の
健
康
管
理
、
人

材
育
成
、
相
談
業
務
を
３
つ
の
柱
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
階
層
別
の
職
員
研

修
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
希
薄
に

な
っ
た
職
員
同
士
が
励
ま
し
あ
い
成
長

し
合
え
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
栄
養
、
運
動
、
眠

り
、
病
気
の
予
防
、
健
康
診
断
指
導

等
、
学
習
会
や
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

心
身
の
健
康
か
ら
、
一
人
一
人
の
働
き

方
を
大
切
に
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

を
行
う
。

マ
ツ
タ
ケ
の
シ
ロ
が
イ
ノ
シ
シ
に

よ
っ
て
掘
り
起
こ
さ
れ
る
被
害
が
多
発

し
て
い
る
が
、
対
策
は
。

後
山
周
辺
の
マ
ツ
タ
ケ
林
の
事
態

は
、
市
と
し
て
も
今
後
の
マ
ツ
タ
ケ
生
産

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対

策
と
し
て
、
侵
入
防
止
柵
・
電
気
柵
の
設

置
や
捕
獲
に
よ
る
個
体
数
の
調
整
（
く
く

り
罠
）の
た
め
の
材
料
を
支
給
し
て
い

る
。
こ
の
中
で
特
に
効
果
が
見
込
ま
れ

る
、捕
獲
に
よ
る
個
体
数
の
調
整
が
現
実

的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ま
で
も

猟
友
会
に
対
し
て
捕
獲
用
く
く
り
罠
の
支

給
や
捕
獲
報
償
金
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

が
、今
後
、さ
ら
な
る
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
強

化
に
向
け
地
元
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

健
康
経
営
か
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
経
営
へ
の
考
え
は

職
員
の
幸
せ
が
市
民
の

幸
せ
へ

藤森 綾子
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問
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な
い
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代表質問 ♦各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。

掲
載
内
容
は
、主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
で
あ
り
、質
問
者
の
文
責
に
よ
る
も
の
で
す。※

各
議
員
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す。

市
民
第
一

小さくなった
沖田イチョウ並木

諏訪市の地域幸福度（Well-Being）
指標データグラフ

マツタケのシロ
イノシシに荒らされる

一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。

保
育
士
が
常
駐
し
子
育
て
を
楽
し
め

る
よ
う
な
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
で
き
な

い
か
。キ

ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
室
内
用
大

型
遊
具
、
お
も
ち
ゃ
、
絵
本
が
備
え
ら

れ
て
お
り
、
お
絵
描
き
や
折
り
紙
も
楽

し
め
る
た
め
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
親
子
の
絆
を
深
め
る
場
で

あ
る
と
と
も
に
、
利
用
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ
て

い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
保
育
士
を
常

駐
さ
せ
る
体
制
は
考
え
て
い
な
い
が
、

定
期
的
に
「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
」
な
ど

の
親
子
向
け
講
座
を
開
催
し
て
い
く
。

聞
こ
え
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

防
災
無
線
と
同
じ
放
送
内
容
を
防
災

メ
ー
ル
、
市
公
式
L
I
N
E
で
配
信
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
L
C
V

12
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
画
面
表
示
、
通
話
料

無
料
の
電
話
で
の
聞
き
直
し
サ
ー
ビ
ス

の
５
種
類
の
補
完
対
応
を
し
て
い
る
。

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

危
機
管
理
室
で
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
防
災
関
連
の
記
事
を
随
時
更
新
し
て

お
り
L
I
N
E
で
防
災
メ
ー
ル
を
受
け

取
れ
る
よ
う
、
市
公
式
L
I
N
E
の
使

い
方
の
案
内
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
設
定

を
し
た
。
今
後
も
広
報
す
わ
の
記
事
な

ど
で
L
I
N
E
で
の
受
け
取
り
が
で
き

る
こ
と
に
対
し
周
知
を
進
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
使
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
も

積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
。

枝
葉
が
ぶ
つ
切
り
状
態
の
街
路
樹
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
る
が
樹
木
の
反
応
は
。

樹
木
の
サ
イ
ズ
や
形
状
が
変
わ
り
景

観
を
損
ね
る
可
能
性
も
あ
る
。

環
境
対
策
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

街
路
樹
は
都
市
の
温
暖
化
を
緩
和

し
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
に

役
立
つ
。

街
路
樹
の
管
理
に
は
、
経
験
と
知
識

が
必
要
だ
が
職
員
体
制
や
育
成
は
。

多
く
の
職
員
に
専
門
的
な
知
識
・
資
格

は
な
く
、適
切
な
剪
定
技
術
、病
害
虫
の
診

断
と
対
策
、土
壌
管
理
な
ど
の
知
識
や
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

国
は
非
正
規
の
会
計
年
度
任
用
職
員

の
待
遇
改
善
と
し
て
勤
勉
手
当
の
支
給

を
今
年
度
か
ら
行
う
よ
う
予
算
を
計
上

し
た
が
、
諏
訪
市
が
不
支
給
と
し
た
の

は
問
題
で
は
。

人
事
評
価
制
度
の
整
備
や
近
隣
市

町
村
と
の
権
衡
を
図
る
こ
と
等
を
勘
案

し
た
た
め
。

勤
務
時
間
の
設
定
に
つ
い
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
勤

務
時
間
を
フ
ル
タ
イ
ム
よ
り
僅
か
に
短

く
設
定
し
て
い
る
の
で
は
。

常
勤
職
員
が
週
38
時
間
45
分
に
対

し
、29
時
間
と
し
て
お
り
、職
務
の
内
容

や
量
に
応
じ
て
設
定
し
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
は
女
性
が
多
く

賃
金
格
差
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
分

野
別
女
性
の
割
合
、
年
収
は
。

会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
76.

５
％
。

職
種
別
の
割
合
は
一
般
職
で
68.

１
％
、

保
育
士
で
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
お
り
年

収
は
常
勤
職
員
の
約
４
割
程
度
で
あ
る
。

勤
勉
手
当
不
支
給
は
問
題

人
事
評
価
制
度
の

整
備
が
必
要

強
剪
定
の
目
的
は

樹
高
を
制
限
す
る
た
め

デ
ジ
タ
ル
庁
の
地
域
幸
福
度

（W
ell-Being

）指
標
デ
ー
タ
を
今
後
の

施
策
策
定
に
お
い
て
活
用
す
る
考
え
は
。

デ
ジ
タ
ル
庁
が
提
供
す
る
「
地
域
幸

福
度
指
標
」
は
、
サ
ン
プ
ル
数
や
偏
り

に
留
意
す
べ
き
点
が
あ
り
、
諏
訪
市
の

施
策
策
定
に
お
い
て
直
接
的
に
活
用
す

る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。
一
方
、
市

民
満
足
度
調
査
は
、
市
の
施
策
が
市
民

に
与
え
る
影
響
を
観
察
で
き
、
施
策
策

定
に
お
い
て
有
用
と
考
え
る
。
東
洋
経

済
な
ど
の
民
間
企
業
に
よ
る
調
査
な
ど

も
複
数
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
も
貴

重
な
参
考
資
料
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

活
用
で
き
る
の
か
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル

庁
の
調
査
状
況
や
調
査
の
熟
度
も
踏
ま

え
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
近
隣
自
治
体

へ
の
相
互
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
の
検
討

状
況
は
。

当
市
と
近
隣
市
町
を
ま
た
ぐ
バ
ス
路

線
に
は
ス
ワ
ン
バ
ス
や
ア
ル
ピ
コ
交
通

の
岡
谷
茅
野
線
が
あ
る
。
令
和
８
年
４

月
か
ら
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
路
線
を

再
編
し
、
観
光
便
を
新
設
す
る
予
定
で
、

上
諏
訪
駅
か
ら
諏
訪
湖
、
諏
訪
大
社
を
結

ぶ
計
画
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
茅
野
駅
ま
で

の
延
伸
に
向
け
て
茅
野
市
と
の
協
議
を

進
め
、
広
域
運
行
の
可
能
性
も
前
向
き

に
検
討
中
で
あ
る
。
詳
細
な
運
行
計
画

は
今
後
、
両
市
の
協
議
と
バ
ス
事
業
者

と
の
調
整
を
経
て
決
定
さ
れ
る
。

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の

近
隣
自
治
体
へ
の
相
互

乗
り
入
れ
の
計
画
は

令
和
８
年
４
月
の
見
直
し

に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る

デ
ジ
タ
ル
庁
の
地
域
幸
福

度（W
ell-Being

）

指
標
の
活
用
は

調
査
状
況
や
調
査
の
熟
度

も
踏
ま
え
見
極
め
て
い
く

必
要
が
あ
る

職
員
の
幸
せ
と
働
き
が
い
が
市
民
に

つ
な
が
る
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

職
員
サ
ポ
ー
ト
室
で
は
、
職
員
が
心

身
と
も
に
健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
目
標
に
、
心
身
の
健
康
管
理
、
人

材
育
成
、
相
談
業
務
を
３
つ
の
柱
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
階
層
別
の
職
員
研

修
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
希
薄
に

な
っ
た
職
員
同
士
が
励
ま
し
あ
い
成
長

し
合
え
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
栄
養
、
運
動
、
眠

り
、
病
気
の
予
防
、
健
康
診
断
指
導

等
、
学
習
会
や
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

心
身
の
健
康
か
ら
、
一
人
一
人
の
働
き

方
を
大
切
に
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

を
行
う
。

マ
ツ
タ
ケ
の
シ
ロ
が
イ
ノ
シ
シ
に

よ
っ
て
掘
り
起
こ
さ
れ
る
被
害
が
多
発

し
て
い
る
が
、
対
策
は
。

後
山
周
辺
の
マ
ツ
タ
ケ
林
の
事
態

は
、
市
と
し
て
も
今
後
の
マ
ツ
タ
ケ
生
産

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対

策
と
し
て
、
侵
入
防
止
柵
・
電
気
柵
の
設

置
や
捕
獲
に
よ
る
個
体
数
の
調
整
（
く
く

り
罠
）の
た
め
の
材
料
を
支
給
し
て
い

る
。
こ
の
中
で
特
に
効
果
が
見
込
ま
れ

る
、捕
獲
に
よ
る
個
体
数
の
調
整
が
現
実

的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ま
で
も

猟
友
会
に
対
し
て
捕
獲
用
く
く
り
罠
の
支

給
や
捕
獲
報
償
金
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

が
、今
後
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ら
な
る
イ
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シ
捕
獲
強

化
に
向
け
地
元
か
ら
要
望
が
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れ
ば
柔
軟

に
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と
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て
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る
。
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大津　学

マイナンバーカード
作成不要！実証実験のチラシ：新たに回収と

なるものも具体的に載っています

市
長
の
考
え
は
。

諏
訪
赤
十
字
病
院
は
諏
訪
圏
域
で
急

性
期
医
療
・
地
域
災
害
拠
点
・
地
域
医

療
支
援
病
院
等
公
益
性
の
高
い
医
療
を

担
っ
て
い
る
。
地
域
の
中
核
的
な
病
院
と

し
て
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
強
化
体

制
を
整
え
て
お
り
、
市
民
・
地
域
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
不
可
欠
な
病
院
。

令
和
６
年
度
に
運
営
補
助
金
４
千
万

円
の
財
政
補
助
の
理
由
と
特
別
交
付
税

措
置
の
見
込
み
は
。

病
院
側
か
ら
運
営
費
補
助
に
対
す
る

要
望
意
向
が
あ
り
、
協
議
を
行
っ
た
。
国

で
は
公
的
病
院
等
に
対
し
、
地
方
公
共
団

体
が
運
営
経
費
を
助
成
し
た
場
合
、
特
別

交
付
税
が
措
置
さ
れ
る
。
今
年
度
補
助
し

た
補
助
金
の
半
分
程
度
が
特
別
交
付
税
と

し
て
措
置
さ
れ
る
見
込
み
。

諏
訪
赤
十
字
病
院
は
諏
訪
圏
に

と
っ
て
重
要
。
６
市
町
村
で
連
携
し
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

調
査
内
容
は
。

敷
地
内
土
壌
ガ
ス
分
析
２
７
４
地

点
。
有
害
物
質
の
含
有
量
・
溶
出
量
及

び
含
有
深
度
の
分
析
２
９
５
地
点
。

有
害
物
質
の
検
出
有
無
は
。

複
数
の
物
質
に
つ
い
て
一
部
で
基
準

不
適
合
。
直
ち
に
特
別
な
対
策
は
必
要

な
い
旨
速
報
を
受
け
た
。
７
年
度
に
建

屋
解
体
に
向
け
た
設
計
を
、
８
年
度
に
は

解
体
工
事
を
進
め
令
和
９
年
度
ま
で
に

建
屋
解
体
工
事
が
完
了
の
見
通
し
。

行
政
も
市
民
と
企
業
と
向
き
合
っ

て
愛
し
て
ほ
し
い
。

諏
訪
赤
十
字
病
院
に

対
す
る
考
え
は

市
民・地
域
の
安
全・安
心

の
確
保
に
不
可
欠
な
病
院

土
壌
調
査
の
進
捗
状
況
は

４
月
に
受
託
業
者
契
約
を

締
結
、業
務
を
進
め
て
い
る

非
核
平
和
宣
言
都
市
の
市
長
と
し
て

の
思
い
を
改
め
て
聞
き
た
い
。

日
々
の
諸
課
題
の
手
法
と
し
て「
分

か
り
合
う
自
由
な
対
話
」を
大
切
に
し
て

い
る
。
今
現
在
も
世
界
で
戦
争
や
紛
争

が
絶
え
な
い
が
、
国
家
間
で
も
外
交
に

よ
っ
て
相
互
理
解
を
深
め
、
戦
争
に
至

ら
な
い
た
め
の
努
力
を
期
待
し
た
い
。

終
戦
か
ら
79
年
、
我
が
国
の
深
い
反
省
の

下
に
、
現
在
目
指
し
て
い
る
平
和
国
家
へ

の
歩
み
を
続
け
、
当
時
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
二
度
と
悲
し
い
歴
史

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
次
の
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和
教
育

は
最
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
平
和
教
育
を
重
点

に
し
た
平
和
行
政
を
継
続
し
て
推
進
し

て
い
く
。

保
険
証
廃
止
の
12
月
２
日
以
降
は
。

手
元
に
あ
る
保
険
証
は
有
効
期
限
ま

で
使
え
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

い
な
い
方
が
国
民
健
康
保
険
証
を
紛
失

し
た
場
合
や
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
市
民
課
窓
口
で
の

手
続
き
に
よ
り「
資
格
確
認
書
」を
交
付

す
る
。
令
和
７
年
７
月
31
日
が
有
効
期

限
の
た
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

い
な
い
方
に
、
令
和
７
年
７
月
中
に
郵

送
で
送
る
予
定
。
当
面
は
プ
ッ
シ
ュ
型

（
申
請
不
要
）で
交
付
し
て
い
く
。
資
格

確
認
書
は
、
保
険
証
の
代
わ
り
に
医
療

機
関
等
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も
同
様
。

岩波 万佐巳

生
活
保
護
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

関
係
機
関
と
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

の
現
状
と
課
題
は
。

関
係
性
を
保
ち
な
が
ら
各
種
生
活
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
方
の
成
育
・

生
活
歴
な
ど
か
ら
、
親
族
と
の
関
係
が

良
好
で
は
な
い
方
も
い
る
が
、
葬
祭
の

た
め
の
事
務
手
続
き
に
限
れ
ば
粛
々
と

進
め
る
こ
と
と
な
り
、
支
障
と
な
る
課

題
等
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

独
居
者
の
つ
な
が
り
は
把
握
し
て
い

る
か
。独

居
者
で
あ
っ
て
も
社
交
性
や
積
極

性
が
あ
り
周
囲
の
環
境
に
適
応
し
て
地

縁
・
血
縁
・
社
縁
が
あ
る
人
も
い
る
。

一
方
、
周
辺
の
方
と
関
わ
り
が
持
て
て

い
な
い
か
、
ま
た
は
拒
否
を
し
て
い
る

独
居
者
の
場
合
は
実
態
の
把
握
は
も
と

よ
り
把
握
が
で
き
た
と
し
て
も
同
意
を

得
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た

現
在
は
多
人
数
の
世
帯
で
あ
っ
て
も
、

い
わ
ゆ
る
ひ
き
こ
も
り
状
態
で
あ
っ
た

り
、
80
・
50
世
帯
の
よ
う
な
場
合
に
は
将

来
的
に
周
囲
と
の
つ
な
が
り
を
欠
く
状

態
が
想
定
さ
れ
る
な
ど
、
孤
立
・
孤
独

へ
の
対
策
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

他
の
自
治
体
で
積
極
的
な
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
し
て
い

る
。
当
市
も
ぜ
ひ
支
援
事
業
を
し
て
ほ

し
い
が
、
い
か
が
か
。

医
療
面
で
の
希
望
表
明
（
リ
ビ
ン
グ

ウ
ィ
ル
）
を
通
し
て
人
生
の
最
後
に
向

き
合
う
意
識
を
醸
成
中
。
将
来
的
に
生

活
全
般
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
展
開
も
検
討
し
た
い
。

関
係
機
関
と
つ
な
が
り
の

な
い
お
ひ
と
り
さ
ま
の
支
援
は

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
事

態
に
陥
っ
た
場
合
に
は
適
時

適
切
な
相
談
窓
口
に
つ
な
が

る
支
援
体
制（
包
括
的
支
援
）

整
備
が
課
題
で
あ
る

プ
ラ
一
括
回
収
モ
デ
ル
地
区
実
証
実

験
に
つ
い
て
、
概
要
と
成
果
は
。

プ
ラ
資
源
循
環
促
進
法
が
令
和
４
年

４
月
に
施
行
さ
れ
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
プ
ラ
使
用
製
品
廃
棄
物
の
分
別
収

集
・
再
商
品
化
を
促
進
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
今
ま
で
燃
や
す
ゴ
ミ
と

し
て
い
た
レ
ジ
袋
や
お
菓
子
の
袋
な
ど

の
柔
ら
か
な
フ
ィ
ル
ム
状
の
プ
ラ
を
資

源
物
と
し
て
収
集
し
再
商
品
化
を
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
、
プ
ラ
類
の
組

成
調
査
や
排
出
量
の
把

握
を
行
う
必
要
が
あ
り

湯
小
路
地
区
に
お
い
て

実
証
実
験
を
し
、
結
果

１
世
帯
当
た
り
前
年
比

1.6
倍
収
集
量
が
増
加
す

る
と
試
算
し
た
。

回
収
後
は
ど
の
よ
う

な
も
の
に
再
生
さ
れ
る

の
か
。

固
形
化
し
プ
ラ
と
な
っ
た
建
材
・
擬

木・プ
ラ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
再
生
樹
脂
、

金
属
の
原
料
と
な
る
コ
ー
ク
ス
な
ど
に

再
商
品
化
さ
れ
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

広
報
す
わ
10
月
号
・
令
和
７
年
２
月

号
に
チ
ラ
シ
の
挟
み
込
み
、
令
和
７
年

１
月
の
衛
生
嘱
託
員
会
議
に
お
い
て
説

明
し
市
民
へ
の
周
知
を
依
頼
す
る
。
令

和
７
年
４
月
よ
り
実
施
す
る
。

　
　
分
別
は
習
慣
化
が
難
し
い
。
周
知

の
徹
底
を
図
ら
れ
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
熱
中
症
対
策
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

熱
中
症
予
防
に
関
す
る
掲
示
や
熱
中

症
指
数
計
の
設
置
。
２
体
育
館（
諏
訪

市
・
清
水
町
）に
大
型
扇
風
機
を
用
意
し

て
お
り
、
無
料
で
利
用
で
き
る
。

プ
ラ一括
回
収
は

い
つ
か
ら
か

令
和
７
年
４
月
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
対
策
は

熱
中
症
指
数
計
を
設
置

諏訪赤十字病院と諏訪湖イベントひろば
おひとりさまでも安心して生きたい！！

高木 智子

掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質問者の文責によるものです。※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。
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と
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２
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と
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と
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か
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熱
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森山 博美

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
プ
ラ
と
略
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YouTube

YouTube
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要
望
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一般質問●

代表質問 社会文教委員会♦9月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
【委員長／近藤 一美】

指定管理者制度を導入の霧ヶ峰リフト

議案審査
　
主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
故
障
の
原
因
は
、

使
用
者
が
落
と
し
た
こ
と
等
に
よ
る
問

題
か
。
そ
れ
と
も
経
年
劣
化
等
の
不
具

合
か
。
㋑

落
と
し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
起
動
装
置
に
負
荷
が
か
か
り
、

パ
ソ
コ
ン
が
立
ち
上
が
ら
な
い
こ
と
が

要
因
。学

校
内
の
危
険
木
の
伐
採
は
何
本
調

査
し
て
、
何
本
伐
採
す
る
の
か
。
㋺

学
校
の
敷
地
に
あ
る
樹
木
を
全
て
調

査
し
、
そ
の
中
で
特
に
伐
採
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
危
険
と
さ
れ
た
も
の
は

全
校
で
19
本
程
度
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
伐
採
を
行
う
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
３
年
に
一
度
の
介
護
報
酬
の
改
定
で
、

訪
問
介
護
費
の
基
本
報
酬
が
４
月
か
ら

引
き
下
げ
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
介
護
人

材
の
確
保
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
り
か

ね
ず
、訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、

介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急

に
行
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

・
引
き
続
き
、
動
向
を
見
な
が
ら
遅
く
と

も
３
月
ま
で
に
は
結
論
を
出
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

・
結
果
は
出
て
い
な
い
が
、
県
で
も
実
態

調
査
を
行
う
動
き
も
あ
り
、採
択
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
前
回
国
で
引
き
下
げ
の
影
響

を
速
や
か
に
検
証
す
る
こ
と
が
決
議
さ

れ
、
国
の
動
向
を
見
る
と
し
て
継
続
審
査

と
し
た
が
、
そ
の
後
の
結
果
も
出
て
い
な

い
た
め
、引
き
続
き
継
続
審
査
と
す
べ
き
。

　
　
　
　
採
決
し
至
急
採
択
す
べ
き
。

　「
継
続
審
査
に
す
べ
き
」と
の
こ
と
に

つ
い
て
、
可
否
同
数
、
委
員
長
裁
決
に

よ
り
引
き
続
き
継
続
審
査
。

　
医
療
や
介
護
現
場
で
働
く
す
べ
て
の

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
、
人
員
配
置

増
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
政
府
の
責
任
に

お
い
て
、
全
額
公
費
に
よ
る
追
加
の
賃

上
げ
支
援
策
を
実
行
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
。

「
全
額
公
費
に
よ
る
賃
上
げ
支
援
」

の
部
分
で
、２.

５
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

目
標
に
し
て
い
る
が
実
際
は
２
％
と
あ

る
。
差
額
と
な
る
０.

５
％
を
求
め
て
い

る
の
か
。

春
闘
で
は
額
で
言
う
と
４
万
円
以
上

の
賃
上
げ
を
求
め
る
と
し
て
き
た
。
介

護
で
い
う
と
６.

８
万
円
の
差
が
あ
り
、

４
万
円
上
が
っ
て
も
全
然
足
り
な
い
が
、

ま
ず
は
他
産
業
に
少
し
で
も
近
づ
け
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

・
全
額
公
費
に
よ
る
賃
上
げ
支
援
策
は
非

常
に
難
し
い
と
考
え
る
た
め
趣
旨
採
択
。

・
現
場
の
状
況
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
方
の
こ
と
を
考
え
て
も
、
早
急
に
対

処
し
な
く
て
は
い
け
な
い
問
題
で
あ
る

た
め
採
択
。

　
　

　
　
　
　
　
制
度
改
革
の
方
に
重
き
を

置
い
て
も
ら
い
た
い
。
全
額
公
費
に
は

賛
成
で
き
か
ね
る
た
め
、
趣
旨
採
択
。

　
　
　
　
現
場
の
ス
ピ
ー
ド
感
と
し
て
は

待
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
早
急
に
国
の

方
で
対
処
す
べ
き
と
考
え
、
採
択
。

　
賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

生活保護制度見直しに係るシステム改修委託料

小中学校タブレット端末修繕料㋑

小中学校危険木等伐採業務委託㋺

部活動地域移行推進事業費

■9月定例会 補正予算（議案第47号 ※社会文教委員会付託分）
主な内容項  目

民生費

教育費

 　 204万円

1,330万円

　 204万円

712万8千円

470万円

　147万2千円

補正額

議
案
第
47
号
令
和
６
年
度
諏
訪

市一般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

♦各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。

◯
掲
載
内
容
は
、主
な
質
問
と
答
弁
で
あ
り
、代
表
者
の
文
責
に
よ
る
も
の
で
す。※

各
議
員
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
代
表
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す。

今
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
施
策
は
。

　
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
社
会
基
盤
整
備

や
子
育
て
支
援
に
関
す
る
項
目
な
ど
随

所
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
理
念
に

基
づ
く
も
の
を
掲
げ
、
今
ま
さ
に
そ
の

具
現
化
に
向
け
て
注
力
し
て
い
る
。

具
体
的
な
取
組
内
容
は
。

文
化
セ
ン
タ
ー
や
駅
西
口
な
ど
の
上

諏
訪
駅
周
辺
の
一
体
的
整
備
、
諏
訪
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く

公
共
施
設
の
最
適
化
や
、
未
来
創
造
ゆ

め
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
小
中
学

校
の
再
編
、〝
ひ
ろ
が
る
笑
顔
〞
ゆ
め
保

育
所
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
保
育
環
境
の
最

適
化
な
ど
が
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
予
算
に
お
け
る
事
業
の

執
行
は
。

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
関
連

で
は
、
新
規
事
業
で
あ
る
地
域
防
災
力

向
上
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
各
地
区
な

ど
に
数
多
く
の
補
助
金
活
用
を
い
た
だ

き
、
７
月
末
時
点
で
30
件
以
上
の
申
請

を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
。「
子
育
て
支

援
・
教
育
が
充
実
し
た
ま
ち
」
で
は
、

産
後
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
い

て
、
産
婦
の
産
後
相
談
に
係
る
費
用
の

助
成
額
の
拡
充
を
年
度
当
初
よ
り
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、「
未
来
創
造
ゆ
め
ス

ク
ー
ル
プ
ラ
ン
の
推
進
」
で
は
、
南
部

地
区
推
進
委
員
会
や
地
区
懇
談
会
を
重

ね
る
な
ど
必
要
な
事
業
を
着
実
に
実
施

し
て
い
る
。

今
後
の
霧
ヶ
峰
の
市
有
施
設
は
ど
の

よ
う
に
運
営
し
て
い
く
か
。

リ
フ
ト
事
業
は
、
市
の
直
営
に
よ
る

運
営
を
令
和
７
年
度
末
ま
で
と
し
、
令

和
８
年
度
以
降
は
、
民
間
事
業
者
の
創

意
工
夫
を
生
か
し
た
事
業
運
営
に
移
行

す
べ
く
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
。
キ
ャ
ン
プ
場
も
同
様
と
な
る
。

指
定
管
理
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

民
間
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
多
様
な
事
業
展
開
が
期
待
で
き
る
こ

と
、
行
政
の
単
年
度
会
計
の
原
則
や
財

務
規
則
等
に
縛
ら
れ
な
い
業
務
の
効
率

化
・
合
理
化
が
図
れ
る
こ
と
等
が
あ
げ

ら
れ
る
。

会
員
登
録
者
数
は
。

８
月
末
現
在
２
３
６
人
。
地
域
戦

略
・
男
女
共
同
参
画
課
で
は
随
時
、
会

員
登
録
の
受
付
を
し
て
お
り
、
９
月
26

日
（
木
）
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
会
員
登
録
申
込
み
が
受
付
開
始
と

な
る
。
10
月
に
は
市
役
所
及
び
４
条
例

館
で
あ
る
公
民
館
で
の
説
明
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
サ
ロ
ン
等
で
の
勉
強

会
に
は
出
前
講
座
と
し
て
出
向
く
。

テ
ス
ト
運
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

10
月
１
日
の
午
前
８
時
か
ら
車
両
３

台
に
よ
る
テ
ス
ト
運
行
を
開
始
。
期
間

は
１
年
間
と
な
る
。
10
月
・
11
月
は

チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
を
体
験
し

て
も
ら
い
た
い
た
め
、
無
料
。
12
月
・

１
月
は
通
常
料
金
で
運
行
し
、
２
月
・

３
月
は
土
日
も
運
行
し
て
い
く
。
ま

た
、
４
月
・
５
月
は
朝
夕
時
間
を
延
長

し
て
運
行
し
、
色
々
な
条
件
を
変
え
な

が
ら
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
令
和
７
年
10

月
か
ら
の
本
格
運
行
に
向
け
て
検
証
を

行
う
。公

共
交
通
再
編
の
考
え
は
。

チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
は
、
令

和
７
年
10
月
か
ら
本
格
運
行
開
始
を
目

指
す
が
、
現
行
の
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス

も
令
和
８
年
３
月
ま
で
は
現
行
ど
お
り

運
行
す
る
。
従
っ
て
令
和
８
年
３
月
ま

で
は
チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
と
か

り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
が
両
方
運
行
さ
れ
る

が
、
令
和
８
年
４
月
に
大
幅
に
か
り
ん

ち
ゃ
ん
バ
ス
の
路
線
を
再
編
す
る
。

新
政
す
わ

今一番
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
は

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
具
現

化
に
向
け
、社
会
基
盤
整
備

や
子
育
て
支
援

今
後
の
市
有
施
設
の
運
営
は

リ
フ
ト
事
業
は
、「
指
定

管
理
者
制
度
」を
導
入

藤森 靖明

主
な
質
疑

主
な
意
見

主
な
意
見

討
論

採
決
の
結
果

陳
情
の
趣
旨

問答

継
続
審
査

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

請
願
の
趣
旨

問問 答答

可決

採
決
の
結
果

討
論

請
願
第
１
号
訪
問
介
護
費
の

引
き
下
げ
撤
回
と
、介
護
報
酬
引

き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う

こ
と
を
求
め
る
請
願
書（
継
続
）

陳
情
第
14
号
政
府
の
責
任
で
医
療

・介
護
施
設
へ
の
支
援
を
拡
充
し
す

べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
や

人
員
増
を
求
め
る
陳
情
書

継続
審査

趣旨
採択

金
子
市
政
の
進
捗
状
況

霧
ヶ
峰
の
市
有
施
設

問

問

答

答問問 答答

問問 答
問答

テ
ス
ト
運
行
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

10
月
１
日
の
午
前
８
時

か
ら
テ
ス
ト
運
行
を
開
始

チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん

問答

問答

答問答問答

採
　
決

趣
旨
採
択

採
　
択

YouTube
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大津　学

マイナンバーカード
作成不要！実証実験のチラシ：新たに回収と

なるものも具体的に載っています

市
長
の
考
え
は
。

諏
訪
赤
十
字
病
院
は
諏
訪
圏
域
で
急

性
期
医
療
・
地
域
災
害
拠
点
・
地
域
医

療
支
援
病
院
等
公
益
性
の
高
い
医
療
を

担
っ
て
い
る
。
地
域
の
中
核
的
な
病
院
と

し
て
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
強
化
体

制
を
整
え
て
お
り
、
市
民
・
地
域
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
不
可
欠
な
病
院
。

令
和
６
年
度
に
運
営
補
助
金
４
千
万

円
の
財
政
補
助
の
理
由
と
特
別
交
付
税

措
置
の
見
込
み
は
。

病
院
側
か
ら
運
営
費
補
助
に
対
す
る

要
望
意
向
が
あ
り
、
協
議
を
行
っ
た
。
国

で
は
公
的
病
院
等
に
対
し
、
地
方
公
共
団

体
が
運
営
経
費
を
助
成
し
た
場
合
、
特
別

交
付
税
が
措
置
さ
れ
る
。
今
年
度
補
助
し

た
補
助
金
の
半
分
程
度
が
特
別
交
付
税
と

し
て
措
置
さ
れ
る
見
込
み
。

諏
訪
赤
十
字
病
院
は
諏
訪
圏
に

と
っ
て
重
要
。
６
市
町
村
で
連
携
し
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

調
査
内
容
は
。

敷
地
内
土
壌
ガ
ス
分
析
２
７
４
地

点
。
有
害
物
質
の
含
有
量
・
溶
出
量
及

び
含
有
深
度
の
分
析
２
９
５
地
点
。

有
害
物
質
の
検
出
有
無
は
。

複
数
の
物
質
に
つ
い
て
一
部
で
基
準

不
適
合
。
直
ち
に
特
別
な
対
策
は
必
要

な
い
旨
速
報
を
受
け
た
。
７
年
度
に
建

屋
解
体
に
向
け
た
設
計
を
、
８
年
度
に
は

解
体
工
事
を
進
め
令
和
９
年
度
ま
で
に

建
屋
解
体
工
事
が
完
了
の
見
通
し
。

行
政
も
市
民
と
企
業
と
向
き
合
っ

て
愛
し
て
ほ
し
い
。

諏
訪
赤
十
字
病
院
に

対
す
る
考
え
は

市
民・地
域
の
安
全・安
心

の
確
保
に
不
可
欠
な
病
院

土
壌
調
査
の
進
捗
状
況
は

４
月
に
受
託
業
者
契
約
を

締
結
、業
務
を
進
め
て
い
る

非
核
平
和
宣
言
都
市
の
市
長
と
し
て

の
思
い
を
改
め
て
聞
き
た
い
。

日
々
の
諸
課
題
の
手
法
と
し
て「
分

か
り
合
う
自
由
な
対
話
」を
大
切
に
し
て

い
る
。
今
現
在
も
世
界
で
戦
争
や
紛
争

が
絶
え
な
い
が
、
国
家
間
で
も
外
交
に

よ
っ
て
相
互
理
解
を
深
め
、
戦
争
に
至

ら
な
い
た
め
の
努
力
を
期
待
し
た
い
。

終
戦
か
ら
79
年
、
我
が
国
の
深
い
反
省
の

下
に
、
現
在
目
指
し
て
い
る
平
和
国
家
へ

の
歩
み
を
続
け
、
当
時
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
二
度
と
悲
し
い
歴
史

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
次
の
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和
教
育

は
最
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
平
和
教
育
を
重
点

に
し
た
平
和
行
政
を
継
続
し
て
推
進
し

て
い
く
。

保
険
証
廃
止
の
12
月
２
日
以
降
は
。

手
元
に
あ
る
保
険
証
は
有
効
期
限
ま

で
使
え
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

い
な
い
方
が
国
民
健
康
保
険
証
を
紛
失

し
た
場
合
や
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
市
民
課
窓
口
で
の

手
続
き
に
よ
り「
資
格
確
認
書
」を
交
付

す
る
。
令
和
７
年
７
月
31
日
が
有
効
期

限
の
た
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

い
な
い
方
に
、
令
和
７
年
７
月
中
に
郵

送
で
送
る
予
定
。
当
面
は
プ
ッ
シ
ュ
型

（
申
請
不
要
）で
交
付
し
て
い
く
。
資
格

確
認
書
は
、
保
険
証
の
代
わ
り
に
医
療

機
関
等
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も
同
様
。

岩波 万佐巳

生
活
保
護
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

関
係
機
関
と
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

の
現
状
と
課
題
は
。

関
係
性
を
保
ち
な
が
ら
各
種
生
活
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
方
の
成
育
・

生
活
歴
な
ど
か
ら
、
親
族
と
の
関
係
が

良
好
で
は
な
い
方
も
い
る
が
、
葬
祭
の

た
め
の
事
務
手
続
き
に
限
れ
ば
粛
々
と

進
め
る
こ
と
と
な
り
、
支
障
と
な
る
課

題
等
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

独
居
者
の
つ
な
が
り
は
把
握
し
て
い

る
か
。独

居
者
で
あ
っ
て
も
社
交
性
や
積
極

性
が
あ
り
周
囲
の
環
境
に
適
応
し
て
地

縁
・
血
縁
・
社
縁
が
あ
る
人
も
い
る
。

一
方
、
周
辺
の
方
と
関
わ
り
が
持
て
て

い
な
い
か
、
ま
た
は
拒
否
を
し
て
い
る

独
居
者
の
場
合
は
実
態
の
把
握
は
も
と

よ
り
把
握
が
で
き
た
と
し
て
も
同
意
を

得
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た

現
在
は
多
人
数
の
世
帯
で
あ
っ
て
も
、

い
わ
ゆ
る
ひ
き
こ
も
り
状
態
で
あ
っ
た

り
、
80
・
50
世
帯
の
よ
う
な
場
合
に
は
将

来
的
に
周
囲
と
の
つ
な
が
り
を
欠
く
状

態
が
想
定
さ
れ
る
な
ど
、
孤
立
・
孤
独

へ
の
対
策
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

他
の
自
治
体
で
積
極
的
な
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
し
て
い

る
。
当
市
も
ぜ
ひ
支
援
事
業
を
し
て
ほ

し
い
が
、
い
か
が
か
。

医
療
面
で
の
希
望
表
明
（
リ
ビ
ン
グ

ウ
ィ
ル
）
を
通
し
て
人
生
の
最
後
に
向

き
合
う
意
識
を
醸
成
中
。
将
来
的
に
生

活
全
般
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
展
開
も
検
討
し
た
い
。

関
係
機
関
と
つ
な
が
り
の

な
い
お
ひ
と
り
さ
ま
の
支
援
は

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
事

態
に
陥
っ
た
場
合
に
は
適
時

適
切
な
相
談
窓
口
に
つ
な
が

る
支
援
体
制（
包
括
的
支
援
）

整
備
が
課
題
で
あ
る

プ
ラ
一
括
回
収
モ
デ
ル
地
区
実
証
実

験
に
つ
い
て
、
概
要
と
成
果
は
。

プ
ラ
資
源
循
環
促
進
法
が
令
和
４
年

４
月
に
施
行
さ
れ
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
プ
ラ
使
用
製
品
廃
棄
物
の
分
別
収

集
・
再
商
品
化
を
促
進
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
今
ま
で
燃
や
す
ゴ
ミ
と

し
て
い
た
レ
ジ
袋
や
お
菓
子
の
袋
な
ど

の
柔
ら
か
な
フ
ィ
ル
ム
状
の
プ
ラ
を
資

源
物
と
し
て
収
集
し
再
商
品
化
を
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
、
プ
ラ
類
の
組

成
調
査
や
排
出
量
の
把

握
を
行
う
必
要
が
あ
り

湯
小
路
地
区
に
お
い
て

実
証
実
験
を
し
、
結
果

１
世
帯
当
た
り
前
年
比

1.6
倍
収
集
量
が
増
加
す

る
と
試
算
し
た
。

回
収
後
は
ど
の
よ
う

な
も
の
に
再
生
さ
れ
る

の
か
。

固
形
化
し
プ
ラ
と
な
っ
た
建
材
・
擬

木・プ
ラ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
再
生
樹
脂
、

金
属
の
原
料
と
な
る
コ
ー
ク
ス
な
ど
に

再
商
品
化
さ
れ
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

広
報
す
わ
10
月
号
・
令
和
７
年
２
月

号
に
チ
ラ
シ
の
挟
み
込
み
、
令
和
７
年

１
月
の
衛
生
嘱
託
員
会
議
に
お
い
て
説

明
し
市
民
へ
の
周
知
を
依
頼
す
る
。
令

和
７
年
４
月
よ
り
実
施
す
る
。

　
　
分
別
は
習
慣
化
が
難
し
い
。
周
知

の
徹
底
を
図
ら
れ
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
熱
中
症
対
策
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

熱
中
症
予
防
に
関
す
る
掲
示
や
熱
中

症
指
数
計
の
設
置
。
２
体
育
館（
諏
訪

市
・
清
水
町
）に
大
型
扇
風
機
を
用
意
し

て
お
り
、
無
料
で
利
用
で
き
る
。

プ
ラ一括
回
収
は

い
つ
か
ら
か

令
和
７
年
４
月
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
対
策
は

熱
中
症
指
数
計
を
設
置

諏訪赤十字病院と諏訪湖イベントひろば
おひとりさまでも安心して生きたい！！

高木 智子

掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質問者の文責によるものです。※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。

戦
争
と
平
和

諏
訪
湖
イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば

健
康
保
険
証
の
廃
止

問答

12
月
２
日
以
降
は

有
効
期
限
後
は「
資
格
確

認
書
」で
今
ま
で
ど
お
り

問答

お
ひ
と
り
さ
ま
の
生
活
支
援

問答

プ
ラ
ゴ
ミ

問答
非
核
平
和
宣
言
都
市
と

し
て
市
長
の
思
い
は

分
か
り
合
う
自
由
な
対
話

と
平
和
教
育
が
大
事

問答

諏
訪
赤
十
字
病
院

問答

熱
中
症
対
策

問答

問答問答要
望

要
望

問問 答答

問答問答問答

問答

問答

問答問答 答

問答問

森山 博美

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
プ
ラ
と
略

YouTube

YouTube

YouTube

YouTube

要
望
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小泉 正幸

稲刈り

天然かけ流し温泉風呂付きの
「デイサービスセンター湯の里」

牛山 実弦

具
体
的
内
容
、
利
用
登
録
し
て
い
る

児
童
の
人
数
、
支
援
員
の
数
は
。

保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童

に
対
し
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ

た
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、
遊
び

や
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
。
利
用
登
録

児
童
数
は
、
通
常
利
用
４
８
８
人
、
休

業
日
の
み
利
用
１
９
５
人
、
合
計
６
８

３
人
。
現
在
の
利
用
率
は
５
〜
６
割
。

支
援
員
の
人
数
は
、
リ
ー
ダ
ー
支
援
員

17
人
、
サ
ポ
ー
タ
ー
支
援
員
51
人
、
合

計
68
人
。

活
動
内
容
・
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
過
ご

し
方
は
。

１.

宿
題
、ド
リ
ル
な
ど
の
学
習
時
間

２.

体
育
館
や
屋
外
で
の
遊
び
、

　
　

読
書
、
折
り
紙
、
工
作
な
ど
の

　
　

遊
び
や
自
由
時
間

３.

お
や
つ
の
時
間

４.

共
有
物
の
整
理
整
頓
の
時
間
等

　
　
　
の
活
動
が
中
心
。

２
０
１
５
年
の
法
令
の
変
更
に
よ
る

法
的
位
置
づ
け
は
。

運
営
の
多
様
性
を
踏
ま
え
て
、
集
団

の
中
で
子
ど
も
に
保
障
す
べ
き
生
活
環

境
や
運
営
内
容
の
水
準
を
明
確
化
し
事

業
の
安
定
性
と
継
続
性
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

　
国
の「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
方

針
」に
よ
り
、
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

１.

子
ど
も
の
人
権
の
尊
重
と

　
　
　
子
ど
も
の
個
人
差
へ
の
配
慮

２.

体
罰
等
、子
ど
も
に
身
体
的
・
精

　
　

神
的
苦
痛
を
与
え
る
行
為
の
禁
止

３.
保
護
者
と
の
対
応
・
信
頼
関
係

　
　
　
の
構
築

４.
個
人
情
報
の
慎
重
な
取
扱
い
と

　
　
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

５.

児
童
指
導
員
の
資
質
の
向
上

６.

事
業
の
公
共
性
の
維
持

を
配
慮
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

目
的
と
す
る
事
業

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
の
利
用
状

況
と
相
談
内
容
は
。

女
性
の
相
談
は
、
毎
回
ほ
ぼ
定
員
に

な
る
状
態
で
あ
り
、
年
々
相
談
件
数
が

増
え
て
い
る
状
況
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

一
緒
に
課
題
に
向
き
合
い
、
寄
り
添
っ

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

男
性
の
た
め
の
相
談
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

〝
あ
い
と
ぴ
あ
〞で
の
電
話
に
よ
る
男

性
相
談
を
紹
介
し
て
い
る
。
相
談
し
た

い
が
ど
こ
へ
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
る
の
で
、
相

談
窓
口
の
周
知
を
し
て
い
く
こ
と
も
大

切
。
既
存
の
相
談
窓
口
の
周
知
に
協
力

し
て
い
く
。

　
　
今
後
も
窓
口
で
の
支
援
体
制
を
整

え
て
い
た
だ
き
、相
談
者
が
孤
独
に
な
ら

な
い
よ
う
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

米
農
家
へ
の
現
状
の
支
援
体
制
に
つ

い
て
は
。

農
業
が
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て

行
く
こ
と
が
米
生
産
者
へ
の
支
援
で
あ

る
と
考
え
る
。

農
業
用
水
ポ
ン
プ
等
の
支
援
に
つ

い
て
は
。

土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
ポ
ン
プ
の

修
理
代
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
施
設

維
持
管
理
適
正
化
事
業
に
よ
り
国
・

県
・
市
か
ら
補
助
が
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
も
可
能
。
引
き
続
き
の
支
援

と
情
報
提
供
に
努
め
る
。

　
　

主
食
用
米
に
つ
い
て
今
後
、
諏
訪

市
で
も
独
自
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
支
援
の
方
法
に
つ
い

て
生
産
者
の
方
々
と
の
情
報
交
換
や
、
国

の
計
画
等
を
注
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

米
農
家
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は

農
業
競
争
力
の
強
化
を
図
る

現
状
認
識
と
今
後
の
方
針
は
。

来
年
度
は
開
業
20
周
年
を
迎
え
る
。

令
和
５
年
12
月
９
日
に
入
館
者
５
０
０

万
人
を
達
成
し
た
施
設
で
あ
る
。
計
画

的
な
修
繕
に
努
め
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
緊
急
的
な

修
繕
対
応
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
。
ま
た
、
近
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
や
人
件
費
増
加
も
経
営
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
み

な
ら
ず
公
共
施
設
と
し
て
の
運
営
や

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
な
ど
、
様
々
な
観

点
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
情
報
交
換
や
業
務
の
調
整
を
図
る

「
運
営
協
議
会
」
が
あ
る
が
、
今
後
専

門
家
を
交
え
て
経
営
上
の
問
題
を
検
討

す
る
「
経
営
審
議
会
（
仮
称
）
」
の
設

置
を
提
案
す
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
の
中

で
、
介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
収
益
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
支
援
策
は
。

特
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
コ
ロ

ナ
５
類
移
行
後
も
利
用
者
が
戻
ら
ず
、

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨

年
度
よ
り
５
ヶ
年
の
経
営
健
全
化
計
画

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
収
入
増
加
や
経

費
節
減
、
組
織
運
営
と
い
っ
た
６
項
目

の
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。課
題
を
整
理

し
な
が
ら
地
域
の
福
祉
課
題
を
一
緒
に

解
決
し
て
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

で
き
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

す
わ
っ
こ
ラ
ン
ド
の

運
営
方
針
は

様
々
な
観
点
か
ら

問
題
点
を
検
討
し
て
い
く

厚
生
労
働
省
の
専
門
家
会
議
は
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種
に
含
め

る
方
針
を
了
承
し
た
、
と
報
道
さ
れ

た
。
来
春
か
ら
、
65
歳
以
上
が
対
象
に

な
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
が
B
類
疾
病
と
さ
れ
た
場

合
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種

に
係
る
費
用
に
応
じ
た
自
己
負
担
を
求

め
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
。
対
象
年
齢
や
費
用
設
定
に

関
し
て
は
、
他
市
町
村
の
実
施
状
況
な

ど
も
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
く
が
、
ま

ず
は
接
種
の
区
分
（
A
類
、
B
類
）
決

定
、
対
象
年
齢
等
、
国
の
方
針
に
合
わ

せ
、
専
門
家
会
議
の
議
論
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
利
用
し
た
災

害
対
策
の
展
開
が
広
が
っ
て
い
る
。
当

市
も
災
害
時
の
協
定
を
締
結
し
、
災
害

時
に
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
活
用
す
る

と
い
う
考
え
は
い
か
が
か
。

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
設
置
で
き
る

事
業
者
や
団
体
等
と
災
害
時
の
応
援
協

定
が
締
結
で
き
、
有
事
の
際
、
提
供
い
た

だ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
有
効

な
災
害
支
援
施
策
と
な
る
。
ま
ず
は
、
こ

う
し
た
協
定
に
よ
り
災
害
対
応
が
可
能

で
あ
る
か
、検
討
、研
究
を
始
め
た
い
。

接
種
体
制
は

国
の
方
針
に
遅
滞
す
る

こ
と
な
く
接
種
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
く

近藤 一美

災
害
時
の
協
定
締
結
は

ま
ず
は
、協
定
に
よ
り

災
害
対
応
が
可
能
で

あ
る
か
研
究
を
始
め
る

中洲小学校児童クラブ棟

帯状疱疹ワクチンの主な特徴
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サ
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ビ
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事
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の
支
援
は
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と
し
て
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策

を
検
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い
く

地
域
福
祉
事
業

問答
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帯
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い
じ
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具
体
的
内
容
、
利
用
登
録
し
て
い
る

児
童
の
人
数
、
支
援
員
の
数
は
。

保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童

に
対
し
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ

た
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、
遊
び

や
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
。
利
用
登
録

児
童
数
は
、
通
常
利
用
４
８
８
人
、
休

業
日
の
み
利
用
１
９
５
人
、
合
計
６
８

３
人
。
現
在
の
利
用
率
は
５
〜
６
割
。

支
援
員
の
人
数
は
、
リ
ー
ダ
ー
支
援
員

17
人
、
サ
ポ
ー
タ
ー
支
援
員
51
人
、
合

計
68
人
。

活
動
内
容
・
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
過
ご

し
方
は
。

１.

宿
題
、ド
リ
ル
な
ど
の
学
習
時
間

２.

体
育
館
や
屋
外
で
の
遊
び
、

　
　

読
書
、
折
り
紙
、
工
作
な
ど
の

　
　

遊
び
や
自
由
時
間

３.

お
や
つ
の
時
間

４.

共
有
物
の
整
理
整
頓
の
時
間
等

　
　
　
の
活
動
が
中
心
。

２
０
１
５
年
の
法
令
の
変
更
に
よ
る

法
的
位
置
づ
け
は
。

運
営
の
多
様
性
を
踏
ま
え
て
、
集
団

の
中
で
子
ど
も
に
保
障
す
べ
き
生
活
環

境
や
運
営
内
容
の
水
準
を
明
確
化
し
事

業
の
安
定
性
と
継
続
性
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

　
国
の「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
方

針
」に
よ
り
、
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

１.

子
ど
も
の
人
権
の
尊
重
と

　
　
　
子
ど
も
の
個
人
差
へ
の
配
慮

２.

体
罰
等
、子
ど
も
に
身
体
的
・
精

　
　

神
的
苦
痛
を
与
え
る
行
為
の
禁
止

３.

保
護
者
と
の
対
応
・
信
頼
関
係

　
　
　
の
構
築

４.

個
人
情
報
の
慎
重
な
取
扱
い
と

　
　
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

５.

児
童
指
導
員
の
資
質
の
向
上

６.

事
業
の
公
共
性
の
維
持

を
配
慮
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

目
的
と
す
る
事
業

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
の
利
用
状

況
と
相
談
内
容
は
。

女
性
の
相
談
は
、
毎
回
ほ
ぼ
定
員
に

な
る
状
態
で
あ
り
、
年
々
相
談
件
数
が

増
え
て
い
る
状
況
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

一
緒
に
課
題
に
向
き
合
い
、
寄
り
添
っ

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

男
性
の
た
め
の
相
談
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

〝
あ
い
と
ぴ
あ
〞で
の
電
話
に
よ
る
男

性
相
談
を
紹
介
し
て
い
る
。
相
談
し
た

い
が
ど
こ
へ
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
る
の
で
、
相

談
窓
口
の
周
知
を
し
て
い
く
こ
と
も
大

切
。
既
存
の
相
談
窓
口
の
周
知
に
協
力

し
て
い
く
。

　
　
今
後
も
窓
口
で
の
支
援
体
制
を
整

え
て
い
た
だ
き
、相
談
者
が
孤
独
に
な
ら

な
い
よ
う
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

米
農
家
へ
の
現
状
の
支
援
体
制
に
つ

い
て
は
。

農
業
が
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て

行
く
こ
と
が
米
生
産
者
へ
の
支
援
で
あ

る
と
考
え
る
。

農
業
用
水
ポ
ン
プ
等
の
支
援
に
つ

い
て
は
。

土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
ポ
ン
プ
の

修
理
代
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
施
設

維
持
管
理
適
正
化
事
業
に
よ
り
国
・

県
・
市
か
ら
補
助
が
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
も
可
能
。
引
き
続
き
の
支
援

と
情
報
提
供
に
努
め
る
。

　
　

主
食
用
米
に
つ
い
て
今
後
、
諏
訪

市
で
も
独
自
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
支
援
の
方
法
に
つ
い

て
生
産
者
の
方
々
と
の
情
報
交
換
や
、
国

の
計
画
等
を
注
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

米
農
家
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は

農
業
競
争
力
の
強
化
を
図
る

現
状
認
識
と
今
後
の
方
針
は
。

来
年
度
は
開
業
20
周
年
を
迎
え
る
。

令
和
５
年
12
月
９
日
に
入
館
者
５
０
０

万
人
を
達
成
し
た
施
設
で
あ
る
。
計
画

的
な
修
繕
に
努
め
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
緊
急
的
な

修
繕
対
応
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
。
ま
た
、
近
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
や
人
件
費
増
加
も
経
営
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
み

な
ら
ず
公
共
施
設
と
し
て
の
運
営
や

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
な
ど
、
様
々
な
観

点
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
情
報
交
換
や
業
務
の
調
整
を
図
る

「
運
営
協
議
会
」
が
あ
る
が
、
今
後
専

門
家
を
交
え
て
経
営
上
の
問
題
を
検
討

す
る
「
経
営
審
議
会
（
仮
称
）
」
の
設

置
を
提
案
す
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
の
中

で
、
介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
収
益
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
支
援
策
は
。

特
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
コ
ロ

ナ
５
類
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行
後
も
利
用
者
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戻
ら
ず
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厳
し
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経
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は
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昨

年
度
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り
５
ヶ
年
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経
営
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全
化
計
画

に
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り
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り
、
収
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増
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費
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組
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理
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が
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地
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祉
課
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一
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ー
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援
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検
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す
わ
っ
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の
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様
々
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点
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検
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生
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え
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近藤 一美

災
害
時
の
協
定
締
結
は

ま
ず
は
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定
に
よ
り
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害
対
応
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可
能
で

あ
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究
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中洲小学校児童クラブ棟

帯状疱疹ワクチンの主な特徴

掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質問者の文責によるものです。※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。
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議会TOPICS②
議会だより第９６号で

公募させていただいた結果、
第８期議会だよりモニター15名が

決定いたしました。
７月２５日に第１回議会だよりモニター
連絡会議を開催し、委嘱状の交付や
自己紹介、職務の説明等を

行いました。

表紙を飾っている作品は、花をテーマに描いた作品
の中から、美術部の皆さんが選んでくださったもので
す。 美術部はとても明るく元気いっぱい！小さい頃
から絵を描くことが大好きで、描くことが心の安らぎ
をもたらす時間となり、目をキラキラと輝かせて語る
その姿に、こちらまでワクワクし、とても楽しい時間を
過ごさせていただきました。 美術系の大学への進学
が将来の夢と語ってくれる生徒さんもいました。 夢と
希望にあふれる若きアーティスト。ご活躍を期待して
います。大きく羽ばたいていってください。
本当にありがとうございました！

五味 志織さん

「深潭を突いて」

古江 蓮太郎さん

「パジャント」
五味 桜咲さん

「欲」
仲井 好美さん

「陽に溶ける」

松田 佳奈さん

「花魁」
モニタ

ー通信
モニタ

ー通信
議会だ

より

★表紙第二弾は、諏訪清陵高等学校美術部の皆さんです★

　　　　   　７月11、12日に伊東市へ全議員で交歓研修会に行ってまいりました。
　　　 　１日目は「伊東市南部地域の課題と取組
について」講演を聞きました。その後、両市の課題に
ついて意見交換を行いました。
　２日目はあいにくの雨でしたが文化施設である東
海館と伊豆高原駅構内のジオテラス伊東を視察し、
大変有意義な交歓研修会となりました。
　伊東市と姉妹都市になって来年で６０周年を迎え
ます。これからも子どもから年配の方々まで全ての
世代が楽しめる交流を伊東市と深めていけたらと
思います。

社会文教委員会では、８月２６日に政
策提言書「子育て支援に向けた提言」
を提出しました。
昨年度導入された「コドモン」や保育現

場が抱える問題点等を把握するため、諏訪市立
保育園１３園全園を委員が訪問し、各園長・保育
士・保護者の皆さまから直接声を聞き、今の諏訪
市に必要な子育て支援として、
１．「ひろがる笑顔　ゆめ保育所プラン」を早急に
推進すること。

２．タブレット端末を各クラス担任に１人１台配布すること。
３．コドモンの機能拡充をすること。

姉妹都市議会議員交歓研修会 開催！

政策提言を市長にしました！

なかい　 このみごみ　　ろうさふるえ    れんたろう

まつだ　   かな

おいらん しんたん まとい

ごみ　  しおり

笠原 悠希さん

「纏」
かさはら   ゆうき

水谷　楓さん

「kawaii?」
みずたに　かえで

【表紙作品「はな」への思い】
大好きな赤ちゃんを花に見立て、水彩
で優しい雰囲気の絵にしました。ちょ
うちょが赤ちゃん(花)の「鼻」に止まり、
蜜を吸おうとしていたり、赤ちゃんの
周りに描いてあるカモミールの花言葉
のように、見ている人が癒されるよう
な温かい絵にしたつもりです。赤ちゃ
んらしいふっくらとしたほっぺの柔ら
かさを表現することにこだわりました。
 この絵を見て、皆さんも癒されていた
だけると嬉しいです！　　〈水谷　楓〉

第８期 議会だより
モニターが決定しました！

諏訪市
伊東市

総務産業
委員会

社会文教
委員会

総務産業委員会では、9月24日に「耳
で聴けるハザードマップ」の作成に向け

た提言書を提出しました。
　今年は元日より大きな地震が起こり、自分の命
を自分で守るために、防災・減災、避難所の場所・
経路、居住地域に潜む危険箇所等の把握が、大変
重要であることを再認識しました。災害時の安全
確保のためにも音声で情報を伝えられるような
環境の整備が必要であることから、
１．情報を文字で取得しにくい方々の安全確保の
ためにも、ＱＲコードを読み取ることで音声情報が伝わるヴォックスを活用すること。 

2．貼付するＱＲコードの位置をわかりやすくすること。 
3．防災知識編、避難所情報、地域ごとの危険度等について、専門用語を避けわかりやすい日本語で
説明すること。 

4．可能な限りリアルタイムで情報を発信できるよう、工夫すること。 
5．将来的には、外国籍の方の安全確保のため、多言語に対応したものとすること。

議会だより

モニターア
ンケート

からのご意
見

議会だよりの発
展に少しでも

役立てたらと思
っています。

高校生の作品が表紙になって素晴らしいです。若者目線は魅力大です。読んでもらえる工夫、考えるだけでワクワクします。
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　毎年9月23日の「手話言語の国際デー」に合わ
せて、世界そして「日

本を青色に！手話言語をブルーライトで輝かせよう
」とのイベントが全国

展開されています。全諏訪聴覚障害者協会では今
回初めて高島城天守

閣にブルーライトを輝かせました。私たちは障がい
について知り、自分

にできることを考える機会を与えられました。市民
手話講習会などに積

極的に参加し実践することで、知識を持ち理解が広
がって誰もが過ごし

やすい諏訪市へと変わっていくことを願っています
。

▲「はな」諏訪清陵高等学校美術部の生徒さんの作品です（15Pで紹介）

●お問い合わせ：諏訪市議会事務局 〒392-8511 長野県諏訪市高島1-22-30
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●発行：諏訪市議会 ●編集：議会だより編集委員会 ●ホームページ：www.city.suwa.lg.jp

諏訪市公式LINEにて議会だよりを配信しています。
右記ＱＲコードを読み込むか、
LINEアプリ内で「諏訪市」または「＠suwacity」と検索してください！

定例会は　　　　　　 招集
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　諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待
ちしています。本会議は当日の受付で傍
聴できます。ご希望の方は、諏訪市役所
議会棟２階の議会事務局窓口までお越し
ください。また、その際にアンケートをお
配りしていますので、ご協力をお願いし
ます。託児サービスは傍聴希望日の５日
前までにお申し込みください。

議会をテレビ・パソコンで
みましょう！
　本会議の様子は、LCVの「かりんちゃ
んねる」（１１2ch）で生中継していていま
す。また代表・一般質問の映像は定例会
終了後にYouTubeにアップしています。
各議員のQRコードを読み込むと、動画一
覧ページに移動しますので、ぜひご覧く
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